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はむめに

ｌＲ日１ＭＳ 統 括 責 任 者 ・ 所 長

東京女子 医科大学 学長代行

猪 醐 誠

平成三７年度の文部科学省科学技術振興調整費 「戦

絡的研究拠点育成プログラム （通称：スーパーＣＯＥ）」

に、 東京女子医科大学から申請した 「国際統合医科

学 概 究 ・ 人 材 育 成 拠 点 の 創 成」 と題 する プロ グラ ム が

採 択 さ れ、 本 イ ン ス ティ テユ ー トは２００５年亘Ｏ月１日 に

鰯 設 さ れ まし た。

今 日 の 医 学 ・ 医 療 は 急 速 に 進 歩 して お り、 各 分 野

が あ まり にも 専 門 化
、 独 立 化 して き た た め、 お 互 い の

交 流、 協 力 が 希 薄 に な り、 そ の 弊 害 は 研 究 面 の み な

ち ず
、 日 常 の 診 療 にも 現 れ てき まし た。

そ こ で、 各 分 野 の 研 究 者 や 塗 師 に、 単 に 医 学、 生

物 学 分 野 だ け で な く、 理 工 学 さらに 人 文、 社 会 学 分 野

の 概 究 者 も 含 め、 人 材 を 広く 内 外 から 集 め て、 統 合 的

な 研 究 を 進 める こと が 求 め ら れ て 参 りま し た。
一 方、

今漏の医療は、 何らかの症状が現れてから治療を行う

こと が 一 般 的 な 習 慣 に な って いま す が、 こ れ か ら は 症

状 が 脂 現 する 前 に 発 見 して 予 防 を す ることが 求 め ら れ、

匿療の本質を治療から予防へとパラダイムシフトする

ことが 必 要 で す。 ま た、 現 在 の 西 洋 医 学 中 心 の 医 療 に、

鉦 統 的ま た は 代 替 医 療 を 施 える ことに より、
」 層 治 療

効 果 が 上 が るこ とも 考 え ら れ ま す の で、 そ の ような 伝

統的医療や代替医療の有用性を科学的に検証するこ

とも 大 切 で ありま す。

この よう な 観 点 か ら、 こ れ か ら の 医 療 と 医 科 学 の 進

歩 を 展 望 し、 広 い 視 野 を 持 っ て 医 科 学 の 研 究 と教 育 を

実 施 する た め に、 新 し い 機 構 を 創 設 し た わ け で ありま

す。 こ の イ ン ス ティ テ ユ ー トの 研 究 が 開 始 さ れ て か ら

ユ年 半 が 経 過 しま した が、 そ の 間 に 病 気 の 原 因と な る

遺 伝 子 の 解 析、 病 気 を 早 期 に 発 見 す る た め の さま ざま

な方法、 発見された病気を治療する新しい方法などの

研究が積極的に行われています。 研究上 帥勺とする

病 気 の 中 で、 特 に が ん、 心 臓 疾 患、 脳 卒 中、 認 知 症、

リウ マ チ、 糖 尿 病、 皮 膚 病 な どに つ い て、 そ れ ぞ れ の

研究が進められています。 臨床的な結果を正しく評価

するためには、 莫大な資料の統計疫学的な解析が必

要 で す。 多 数 の 患 者 さ ん の 資 料 の 分 析 か ら、 患 者 さ

ん 一 人 ひとり に 合 っ た 薬 が 選 択 で きる よう な、 い わ ゆ

る オ ー ダ ーメ イ ド医 療 の 基 礎 が 完 成 し て き て い ま す。

ま た、 血 液 生 化 学 検 査 な ど の 情 報 を 集 め て、 統 計 学

的視点から病気を発見、 予防するための統合医科学

情 報 基 盤 （Ｃ玉Ｍ） も 確 立 し つ つ あ りま す。 一 方、 将

来統合医科学が実践できる人材を育成する教育事業

も進 行 して い ま す。

本 書 は、 私 ども の 目 指 す 統 合 医 科 学 の 内 容 を、 で

きる だ け わ かり や すく説 明 す るよう に 企 画 い た しま した

の で、皆 様 か ら の 御 意 見 が 伺 え れ ば 幸 いで ござ いま す。

ま た、 本 イ ン ス ティテ ユ ー トの 今 後 の 発 展 に、 暖 か い

御 支 援 を 賜りま す よう に お 願 い 申 し上 げ ます。
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別 表

眠 齪 榊 豊セミナー 開催リスト

第、 回 ２００５年 ８月１５ 日

「坐 体 幹綴 聰と 酎里三医療 一 心 臓よりの 教 洲

Ｂｅｒｎａｒｄｏ Ｎａｄａ１－Ｇｉｎａｒｄ

玉ＲＥＩＩＭＳ研 究 マ ネ ー ジ メ ントＣＡ０、 マ ウ ン トサ イ ナ イ 医 科 大

学心臓血管研究所教授

第２ 回 ２００５ 年１０月２０ 目

ｉＩ鮒 ＨＭＳに期 待するもの一

室谷展寛 文部科学省科学技術振興調整費室室長

「ゲノムからみ更る 疾患 の 姿」

松 本 直 通 横 浜 市 立 大学 大 学 院 医 学研 究 科 環 境 分 子 医科

学 部 門教 授

第 ３回 ２００５ 年１？月 ２４日

「続 舎 腿 科学と伝 続 隆癬」

丁 宗 鐵 ＩＲＥＢＭＳ教授

ｉ動 賑 磁 他と１三１雑 紳維 失 調 の診 鱗」

三上正俊 青森敬仁会病院内科

喰導絡と肉維紳縫」

越智信之 良導絡研究所所長

第 ４回 ２００５年１２月 ５１ヨ

「心鱗 発 達と疾 懲威 鰯との闘 係 につ いて」

Ｄｅｅｐａｋ Ｓｒｉｖａｓｔａｖａ

カリ フォ ル ニ ア 大 学 サ ン フ ラ ン シ スコ 校 Ｇ１ａｄＳｔＯｎｅ心 臓 血 管

疾患 研 究所 所 長 ・教 授

第５ 回 ２００６年１ 月１８日

「エンドセリンを肉 皮 不 食」

眞 縞 知 生 ＩＲＥＨＭＳ 研 究 マ ネ ー ジ メ ン トリ ー ダ ー ・ 顧 問、

大阪成躍大学学長

第６ 国 ２００６年 ２月２３日

「心 筋 縛 生 医 療 の 臨 床 ル ー チン 他 一 ユ ートピア１夢 駒 謡）、

そ れとも未来 の 甥 実？一

Ｂｅｒｎａｒｄｏ Ｎａｄａ王一Ｇｉｎａｒｄ

玉ＲＥＩ１ＭＳ研 究 マ ネ ー ジ メ ントＣＡＯ、 マ ウ ン トサ イ ナ イ 医 科 大

学心臓血管研究所教授

第 ７回 ２００６ 年３月 ６目

「統 含疾 療 の効 燦 判 定 評 繍 法の 纏 液一 プロテオ ーム からの

ア プ ロ ー チ」

吉川 敏一 京都 府 立 医科 大 学 医学 都 内 科学 教 授

第 ８回 ２００６ 隼４月２０目

「基 麟 笑学、
依 繍噂学 分 野で の人 樹 創 郷こつ い ｃ

上代淑人 東京大学名誉教授

京 都 大 学 大学 院 医 学 研 究 科先 端 領 域 融 合医 学 研 究 機構 特

任教授

第９ 回 ２００６年 ５月 ２５１ヨ

「鰯と簾 醐こお ける棚 違 一 灘 成 襲素と雛 槻 化」

豊 川 裕 之 東 京栄 養 食 糧 専門 学 校校 長 ・教 授

第１０回 ２００６ 年６月１５日

ミ トコンドリア遺 伝 炉疾 鰹 モデ ル ー三ミトマウス が 諮るミトコ

ン 帥 ア ・ ミス テリ ー 蜘

林純 一 筑 波 大 学生 物 科 学系 生 物 農林 学 系教 授

第１１回 ２００６年 ７月 ２０日

「コ ミュニ ケ ー シ資ン の 科 学一

東倉 洋 一 国 立 情報 学 研 究所 教 授 ・副 所 長

第１２ 回 ２００６年 ８月 ２４日

「ヘモグロビンの 構 遺を機 能 の 欄至壬惟」

津 島慶 三 横 浜 市 立大 学 名 誉教 授 雑 誌Ｖ蚊ａ編集 委 員 長

第１３回 ２００６年９月２８日

哨 然 からの鱒り物 一 迦上 最 大θ）激 繁 譲依」

遠 藤章 策京 農 工 大学 名 誉 教 授
，

（株）バイ オファー ム研 究 所 代表 取 締 役所 長

第１４ 回 ２００６ 年１０月１９日

「総 織 樽作 に 榊 ナて一 総 織 形 蔵 の淀 め の 人１二的な ナノスカ

フォー ルド （冠 場） 着燭 いてｊ

ＨｏＳＳｅｉｎ ＨＯＳＳｅｉｎｋａｈ月ｉ （独） 物 質 ・ 材 料 研 究 機 構 若 手 国

際研究拠点特別研究員

第１５ 回 ２００６ 年？１月１６目

７ ノベ ーシ嚢ンと人秘 勧 ぬ

池
、
ｈ徹彦 （独）巌 業 技 術総 合 研 究所 理 事

第１６ 回 ２００７ 年１月 ２５ 日

「腎 が ん 劉 嚇 遺 伝 斧 灰鰍隻 による アク チ ン 璽 含 反 応 鋤 制

機 機ｊ

木 山 亮 一 （独）産 業 技 術 総 合 研 究 所シ グナル 分 子 研 究 ラ

ボ ・リ ー ダ ー

第１７回 ２００７年３月１５日

「痛みと 珂耀 総一 鰻 滞 痛癌と 学際 約アプロ ーチー

熊 澤 孝 朗 愛矢コ医 科 大 学 医 学部 痛 み 学 講 座教 授、 名 古屋

大学名誉教授
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１
．
Ｉｓｈｉ幽 Ｍ

，
ＥｇａｗａＳ

，
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，

Ｋａｋｏ Ｙ
，
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，
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，
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，
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，

Ｎａｋ盆ｙａ Ｋ
，

Ｘａ 紬 ｋ 榊 ａ Ｓ
，

Ｋａｔｏ Ｋ
，

獅 ｇａ ７
．

Ｕｊｉｉｅ Ｒ
，

Ｋａｓｕｙａ Ｈ
，

Ｋ ａｗａ棚 ａｔａ Ｔ
，

Ｏ ｋ＆ｄａ Ｙ
，

《 載ｂｏ Ｏ
，

Ｉｓｅｋ… Ｈ
，

Ｈｏｒｉ Ｔ
，

丁 欲 ａｋ 服 ａ Ｋ： 賊 ａｎａｇｅｍ ｅｎｔ ａｎｄ ｐｒｏｇｎｏｓｉｓ ｏｆ ｃｙｓｔｓ ｄｅｖｅ１ｏｐｅｄ ｏｎ 言ｈｅ １ｏｎｇ一言ｅ ㎜ ｆｏ１亘ｏｗ 刈 ｐ ａｆｔｅｒ

Ｇａ ㎜ ａ Ｋｎｉｆｅｒ８ｄｉｏｓ巫ｒｇｅｒｙｆｏｒ１ｎ 榊 ＆ｎｉａ１ａｒｔｅｒ１ｏｖｅｎｏｕｓ ｍａｌｆｏ ｍ ａｄｏｎｓ，
Ｓｕζｇ Ｎ 鮒 ｏ ゆ ｐＴｅｌｓ）．

６．Ｃｈｅｍｏｖ Ｍ：Ｌｅｔｔｅｆ言ｏ ｔ註ｅ Ｂｄｉｔｏ正 ｏｆ言ｈｅ Ｊｏ菖ｍａ玉 ｏｆ Ｎｅｕｒｃｓ鮒ｇｅＷ （Ｒｅ：Ｓｉｎｄｏｕ ＭＰ
，

Ａ１ｖｅｍｉａＪＥ： Ｒｅｓ 漱ｓ ｏｆａｔｔｅｍｐξｅｄｒａｄ…ｃ＆一

言ｕ 榊ｏｒ ｒｅ ㎜ｏｖａ１ ｍ ｄ ｖｅｎｏｕｓ 王ｅｐ旺ｉｒｉｎ 亘００ ｃｏｎｓｅｃｕｔｉｖｅ ｍｅｎｉｎｇｉｏ ｍａｓｉ 榊 ｏｌｖｉｎｇ 箭ｅ 繍 ａｊｏｒ ｄｕｒａｌｓｉｎｕｓｅｓ．
Ｊ Ｎｅｕｒｏｓ廷エｇ １０５：５至４－

５２５
．

２００６
・）

Ｊ Ｎｅ鐵童０ｓｕｒｇ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）・

７， Ｈａｙａｓｈ１ Ｍ
，

Ｃｈｅ ｍ ｏｖ Ｍ Ｆ
，

Ｔａｉｆａ Ｔ
，

０ｃｈｉａ１ Ｔ
，

Ｎａｋａｙａ Ｘ
，

双ａ㎜ 口ｒａ Ｎ
，

Ｇｏｔｏ Ｓ
亭

Ｙ ｏ 獅ｏ Ｓ
，

Ｋ ｏｙａ㎜ ａ Ｎ
，

Ｘａｔａｙａ ｍａ Ｙ
，

Ｋａｗ 脈 ａ ｍ｛

Ｙ
，

玉ｚａｗａ Ｍ
，

Ｍ ｕｒａｇａｋｉ Ｙ
，

Ｎ 秋 ａ㎜ ｕｒａ Ｒ
，
Ｉｓｅｋｉ Ｈ

，
Ｈ ｏｒ 汀

，
マａｋ 級 邊正ａ Ｋ： Ｏｕｔｃｏ 搬 ｅ 鹸 ｅｒ ｐ｛ｔｕｉｔａｒｙ 迂ａｄｉｏｓｕｒｇｅ正ｙ ｆｏｒｔｈａ１ａ ㎞ ｃ ｐａｉむ

ｓｙ 紬ｒｏｍｅ．
賊 Ｊ Ｒ星ｄｉａｔ ＯｎｃｏｌＢｉｏ－Ｐｈｙｓ（ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

８
．

蘭 Ｚ
，

Ｙｕ Ｔ
，

Ｍ ｏｒｉｓｈｉｍａ Ｍ
，

Ｐａｏ Ａ
，

ＬａＤｕｃａ 王
，

Ｃｏｎ王ｏ μ
，

Ｎ ｏ ｗ 敏 Ｎ
，

Ｍ 乱ｔｓｕｉ Ｓ
．

Ｓｈ童ｒａｉｓｈｉ Ｉ
，

Ｙ氾 Ｙ Ｅ： Ｄｕｐ１ｉｃａｔ｛ｏｎ ｏｆｔｈｅ ㎝ ｔ｛ｒｅ

２２
－
９－Ｍ ｂ おｕ鰍 ａｎ ｃｈｆ０ ｍ ｏｓｏ ｍｅ ２亘 ｓｙｎｔ ㎝室ｃ ｒｅｇｉｏｎ ｏｎ ｍ ㎝ ｓｅ ｃおまｏｍ ｏｓｏ 伽ｅ ｉ６ ｃ 渕 ｓｅｓ ｃａｒδｉｏｖａｓ ㎝ ｌａｒ ａｎｄ ｇａｓｔｒｏ１ｎｔｅｓξｉ氾ａｌ

ａｂｎｏｒ繍 ａ１玉ｔｉｅｓ．
Ｈ ｕ ㎜ Ｍ 〇三 Ｇｅｎｅξ（ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

９
－

Ｎｉｎｏ㎜ｉｙａ Ｍ
，

Ｍ 鮒 ｚａｗａ Ｔ
，

Ｔａｋａ葛ａ 鮒 脳
ラ

Ｌｏｒ㎝ｚｏ ＦＲ
苛

Ｓｈｉｍｏｓｅｇａｗａ Ｔ
，

Ｏｋ 棚 ｏｔｏ 纈：Ｉｄ㎝ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ａｎｄ ｇｅｎｏｍｉｃ ｃｈａｒ証ｃｔｅｒ一

…ｚａ芒ｉｏｎ ｏｆａ ｍ ｖｅｌ ｈｕ ｍ ａ 鮎 ｏｒｑｕｅ ｔｅｎｏ ｖｉｆｕｓ ｏｆ ３．
２ ｋｂ

．Ｊ Ｇｅｎ Ｖｉｒｏ亘（ｉ珊 阿 ｅｓｓ）．

１０
．

Ｎｏｍ Ｓ
，

Ｍｉまｓ 泌 揃 丁
，

Ｋａｎｅｋｏ Ｔ
，

Ｎａｋａ 鰍 ｅ Ｍ
，

Ｙ齪湘ａｄａ ０
，

Ｋａｗａｎａ Ｓ： Ｂｏｗ ㎝
’
ｓ ｃ趾ｃｉｎｏ脇ａ ｗｉｔｈ 暮ｉ敏 ｔｅ１ｏｍｅ閉ｓｅ ａｃｔ１ｖｉｔｙ．

Ｊ Ｄｅｎｎａｔｏ｝（三ｎ ｐζｅｓｓ）一

１］． Ｎａｋａｔａｋｅ Ｍ
，

Ｋａｋ１氾ｃｈｉ Ｙ
，

Ｓａｓａｋ 閉
，

Ｍ ｕ閉ｋａ鰍ｉ－Ｍ口ｒｏｆｕ 鮒 Ｋ
，

Ｙａ醐ａｄａ ０：ＳＴ ＡＴ３ ａｎｄ ＰＫＣ ｄ 搬ｅｒｅｎｔｉａ１ｌｙ －ｅｇｕ１星ｔｅ 倒ｏ棚ｅｒ－

ａｓｅａｃ言Ｍ ｔｙ 逢ｕ 淋 ｇ 搬ｅｇ飲ａＷｏｃｙｔｉｃｄｉｆｆｅ王ｅｎｔ…ａ言ｉｏ珊 ｏｆ Ｋ５６２ｃｅ１玉ｓ．
Ｃｅ１｝Ｃｙｃ１ｅ（ｉｎｐｒｅｓｓ）。

１２， Ｙ ａｍ 固ｍ ｏξｏ Ｔ
，

Ｄ ｏｗａ Ｙ
，

Ｕｅｄ皇 Ｈ
，

Ｋ ａｗ ａｔａｋｉ Ｍ
，

Ａｓｏｕ γ
，

Ｓａｓａｋｉ Ｙ
，

臨 ｆａ 曲 Ｎ
，

Ｍ ａ 棚 棚 ｏｔｏ Ｎ
，

Ｍ ａｔｓ ｍ ｋａ Ｒ
，

Ｋ ｕｒｏｓａｗ ａ Ｘ＝ τ Ｏ Ｆ
，

ＰＡ 馴 ｄ Ｍ ＡＰＣＡ ｉｎａ ｐａｔｉｅ航 ｗｉｔわ１ｎｔｅｒｓ舳 ａｌｄｅｌｅｔ亡ｏｎ ｏＨ ６ｑ２１－ｑ２２
．
１
．

Ａ ｍ Ｊ Ｍｅｄ Ｇｅｎｅｔ（呈ｎｐｒｅｓｓ）。

；３
．

Ｃ らａｎｓｒｉ Ｎ
，

Ｋ ａｗ 荻 丑搬ｉ Ｓ
，

Ｙｏｋｏｙａｍ ａ Ｍ
，

Ｙａ醐 ａ臓 ｏｔｏ Ｔ
，

Ｃとａｒｏｅｎｓｉｔ Ｐ
，

Ｈａｓ 欄 ａ Ｍ： Ａｎξｉ－ｔ帖 ｍ ｏｒ ｅｆｆｅｃ童 ｏｆ 乱１１－ｔｆａｎｓ ｒｅｔｉｎｏｉｃ ａｃｉｄ

１ｏａｄｅ養 ｐｏ至ｙｍｅｈｃ ㎜ｉｃｅ至１ｅｓｉｎｓｏ１ｉｄｔｕｍｏｒｂｅａｈｎｇ ｍ言ｃｅ．Ｐｈａ］㎜ Ｒｅｓ（ｉ打 ｐ 欄 ｓ）．

亘４
．

Ａｂｅ Ａ
，

月ａｇｉｔａ Ｎ
，

Ｆ 耐ｕｔａｎ｛ Ｍ
．

Ｆｕｒ訂ｔａむｉ Ｙ
，

Ｍ 且ｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ｐｏｓｓｉｂ 舳 ｙ ｏｆ 榊 ｅｇｒａｔｅｄ ｄａｔａ ｍｉｎｉ岱ｇ ｏｆ ｃ正ｉｎｉｃａ１ ｄａｔａ一
◎ ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃｅ

Ｊ ６
，

Ｓｕｐｐ１ｅｍ 棚ｔ
，
Ｓ亘０４－Ｓ１１５

．
２００７．

１５
．

Ｃ おｅ ｍ ｏｖ Ｍ Ｆ
，

Ｎａｋａｙａ Ｋ
，

Ｉｚａｗａ Ｍ
，

脇 ｙａｓｈ１ Ｍ
，

Ｕｓｕｂ纈 Ｙ
，

Ｋａｔｏ Ｋ
，

Ｍ ｕｒａｇ 榊 Ｙ
，

Ｉｓｅ蛤 Ｈ
，

Ｈ ｏｈ Ｔ
，

丁 汰 ａｋｕｒａ Ｋ： Ｏ ｕｔｃｏ搬 ｅ ａｆｔｅｒ

閉ｄｉｏ彗ｕｒｇｅｒｙξｏｒｂ亙ａｉｎ ｍｅｔａｓｔ＆ｓｅ盲ｉｎ ｐａｔ１ｅ荘ｔｓ ｗｉｔｈ１ｃｗ Ｋａｍｃ 鰍 ｙ ｐｅｒｆｃ ㎜ ａｎｃｅｓｃｏｒｅ、 賊 淑 ａδｉａｔ ＯｎｃｏｌＢｉｏｌＰｈ
ｙｓ６７：１孝９２一

ヨ４９８
．

２００７
．

１６－ Ｃｈｅｍ ｏｖ Ｍ ： Ｍ ｅｎｉｎｇ三〇 鰍 ａｓ ｏｆ言ｈｅ ｓ荘ｐｅｒ三〇ｒ ｓａｇｉｔｔａ三ｓｉｎｕｓ （Ｌｅｔ言ｅ正ｔｏｔ註ｅ Ｅｄｉ言ｏｒ い Ｎ ｅ鐵ｆ０ｓｕｒｇ ユ０６：７３６－７３７
．

２００７，

１７
．

Ｔｏｙｏｓ為ｉｍ ａ Ｋ
，

Ｍ ｏｍ ｍ ａ Ｋ
，

腕 ａｍ ｕｒａ Ｓ
，

Ｎ 猷 ａｎ 繍 ｉ Ｔ：１ 榊 １リｏ ｄｉ１ａｔａ言ｉｏｎ ｏｆ言ｈｅ ｐｏｓｔｎ盆セａ亘 ｄｕｃｔｕｓ 鮒 ｅ汽 ｏ富ｕｓ ｂｙ ａｔｒｉａ１ ｏａｔｈｕｆｅｔｉｃ

ｐｅｐｔｉｄｅ ｛ｎ ｔｈｅ ｒａｔ． Ｎ ｅｏｎ旺ｔｏ１ｏｇｙ ９２：１３９－１４４
．

２００７．

ＡｐＰｅｎｄｉｘ Ｌ１ｓｔ ｏｆ Ｐｕｂｌｉｃ８言ｉｏｎｓ



１８
．

Ｍａｃ 胴 ａ Ｍ
，

Ｋｏｓａｔｏ Ｈ
，

Ｓｈ｛ 漱 ａもｅ Ｋ
，

Ｘｏｂａｙａｓｈ｛ Ｍ
う

Ｕｓわｉｙ星柵ａ Ｍ
，

Ｉｎａｇａｗａ Ｊ 閉 三ｒ榊ｏ Ｊ
，

Ｎａｋａｍ Ｙ
，

Ｂ ｍ ６ｏ Ｙ
，

Ｎ麦ｓｈ１ｄａ Ｅ
，

Ｈａ言ｔ０ｆｉＳ：Ｐｕｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆｐｈｏｓｐｈｏｐぎｏｔｅｉｎ唐 ｂｙｉｍ 臓ｏｂヨ１妻ｚｅｄ ｍｅｔａｌａチｆ三ｎｉｔｙｃｈｒｏ狐ａｔｏｇｒ＆ｐｈｙ 纈ｎｄｉξｓａｐｐ１ｉｃａｔ１ｏｌｌｔｏ ｐｈｏｓｐｈｏｐｍ－

ｔｅｏ棚ｅａｎａ至ｙｓ三ｓ．
ＦＥＢＳ Ｊ２７４：三５７６＿１５８７

亭
２００７

．

玉９． Ｗ 証ｔａｎａｂｅ Ｍ
，

茎ｗａｓａｋ１ Ｙ
，

Ｍ ｔａ Ｙ
，

Ｏ 楡 Ｓ
，

Ｙａｍ 塁ｄａ Ｓ
，

Ｓ妊ｉｍｉ 醐 Ｍ
，

丁 敏 ａｇ 駄 ｉ Ｙ： Ｐｏｒｃｉｎｅ Ｔ－ｃｅ１１ ξｅｃｅｐ主ｏｒ・β一ｃ嚢ａｉ珊： Ａ ｇｅｎｏ ｍｉｃ

ｓｅｑｕｅｎｃｅ ｃｃｖｅｒｉｎｇ Ｄ β １
。
玉 ｔｏ Ｃ β ２ ｇｅｎｅ ｓｅｇ ㎜ ｅｎ言ｓ ａｎ 納 ｈｅ ｄｉｖｃｒｓ三ｔｙ ｏｆ ｃＤ Ｎ Ａ ｅｘｐｒｅｓｓｅａ ｉｎ ｐｉｇｌｅｔｓ三ｎｃ三ｕ 畿ｎｇ ａ ｎｏｖｅ１ ａ１ｔｅ ㎝ ａ一

ξｉｖｅ ｓｐｌｉｃｉｎｇ Ｐ正ｏｄｕｃｔ， Ｍ ｏ至Ｉｒ日一ｎｕｎｏｉ ４４：２３３２－２３４３
．

２００７
，

２０
．

Ｐ色ｅｚ Ｍ Ｔ
，

Ｙａ獅ａｍｏｔｏ 万； Ｓｉｎｇ１ｅ ｎ聾ｃｌｅｏ 伽 ｅ ｐｏ玉ｙ柵ｏ叩ｈｉｓｍｓ ｏｆ ｔｉｓｓｕｅ 圭ｎｈｉｂｉｔｏｒ ｏｆ ｍｅｔａ１至ｏｐｒｏｔｅｉｎａｓｅ ｇｅ 鵬ｓ ｉｎ ｆａｍｉ至ｉａ｝

鰍 ｏｙａｍ ｏｙａ ｄｉｓｅａｓｅ．
ＮｅｕｒｏｓｕｒｇｅＷ

３：６０
．

２００７
．

２１．
Ｏｓａｄａ Ｎ

，
脳 ｓｈｉｍｏｔｏ Ｋ

，
Ｈｉ正ａｉ Ｍ

，
Ｋｕｓｕｄａ ３：Ａｂｅ ｍ Ｂｔｔｅｒ㎜ｉｎａｔｉ㎝ ｏｆ正ｅｐｒｏｄｕｃ｛ｉｏ 肘 ｅｌａｔｅｄ ＴＭ Ｅ Ｍ３０Ｃ ３ 童ｒａｎｓｃｒｉｐｔｓ ｉｎ 細

ｈｏ㎜ｉηｏｉ幽、 Ｇｅｎｅ ３９２＝玉５１－１５６
．

２００７．

２２
． Ｃｈｅｍｏｖ Ｍ Ｆ

，
脇 ｙａｓ繍 Ｍ

，
玉ｚａｗａ Ｍ

，
Ｏｓｕｋ酊ａ Ｍ

，
ＹｏｓｈｉｄａＳ

，
Ｏｎｏ Ｙ

，
Ｍｕｒａｇ 榊 Ｙ

，
Ｋｕｂｏ Ｏ

，
Ｈｏｒ…Ｔ

，
アａｋ欲 ｕｒａ 沃： Ｍ 洲 ｂｏｘｅ１

ｐｒｏ１ｏｎ Ｍ ＲＳ ｆｏｒ ｄ 欄ｅｒｅｎｔｉａｔｉｏｎ ｏｆｒａｄ１ａ１ｉｏｎ－ｉｎｄｕｃｅｄ ｎｅｃ亙ｏｓｉｓ ａ 伽 ｍ０ｆｒｅｃｕｗｅｎｃｅ ａｆ 廠 Ｇａ ㎜ ａ 鮒 ｆｅ ｒａｄ１ｏｓｕ 帥 ｆｏｒ

ｂ正ａ三ｎ ｍ ｅｔａｓｔａｓｅｓ． Ｂｒａｉｎ Ｔｕ ｍ ｏエ Ｐａｔｈｏ亘２３： １９－２７
．

２００６
，

２３
．

８ｕ 畑 ｋａ ｗａ Ｔ
，

Ｋ ａｎａ｛ Ｎ
亭

Ｓわｉｗａｋｕ Ｈ ０
，

Ｓｏｇａ Ｎ
，

Ｕｅｈａ 柵 Ａ
，

Ｈ ｏｒｉｉ Ａ： Ａ Ｕ Ｒ Ｋ Ａ ｉｓ ｏｎｅ ｏｆ ｔｈｅ ｄｏ ｗ ｎｓｔξｅａｍ ｔａｒｇｅξｓ ｏｆ

Ｍ ＡＰＸ１妃 只 Ｋ２ｉ珊ｐａｎｃｒｅａ言ｉｃｃａｎｃｅｒ．
Ｏｎｃｏｇｅｎｅ ２５＝４８３至４ ８３９

ラ
２００６．

２４． Ｈ ｍｂａｎ ＲＨ
，

Ａδｓａｙ ＮＶ
，

Ａｌｂｏｒｅｓ－Ｓａ昆ｖｅｄｒａＪ
，

Ａｎｖｅｆ Ｍ Ｒ
，

廠ａ胴ｋｉｎ ＡＶ
，

Ｂ三〇ｖ三ｎ ＧＰ
，

Ｐ 耐 ｈ 醜
。

Ｐｕｒｕｋ 舳 狐
，

Ｋｌｅｉｎ Ａ
，

Ｋｌｉｍｓｔｒａ

Ｄ Ｓ
，

Ｋ１６ｐｐｅ至 Ｇ
，

Ｌａｕ ｗｅｒｓ Ｇ Ｙ
，

Ｌｏｎｇ 鵬 ｃｋｅｒ Ｄ Ｓ
，

ω ｔｔｇｅｓ Ｊ
，

Ｍ ａｉｔｒａ Ａ
，

Ｏｆ£ｅｒｈ 獅 ｓ ＧＪＡ
，

Ｐ 搬 ｚ－Ｇａｕｅｇｏ Ｌ
，

Ｒｅｄｓｔｏｎ Ｍ
，

珊 ｖｅｓｏ羽

Ｄ Ａ： Ｐａｔｈｏ１ｏｇｙ ｏｆ ｇｅｎｅｔ１ｃａｌ１ｙ ｅ唖ｇｉ鵬 ｅ互ｅｄ ｍ ｏｕｓｅ ｍｏｄｅｌｓ ｏｆ
ｐａｎｃｒｅａｔｉｃ ｅｘｏｃｒ呈ｎｅ ｃａｎｃｅｒ： Ｃ ｏｎｓｅｎｓｕｓ ｒｅｐｏｒｔ ａｎ む ｅｃｏ ｍ ｍｅｎｄａ一

言ｉｏｎｓ－ Ｃａｎｃｅ王 Ｒｅｓ ６６：９５一王０６
．

２００６
．

２５
．

Ｈａｙａ ｍ Ｅ
，

Ｉｍ 榊 ｕｒａ Ｓ
，

Ｗ ｕ Ｃ
，

Ｎａｋａｚａｗａ Ｍ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｎａ交ａｎ 繍ｉ Ｔ： Ａ 柵１畑 ｓ ｏｆｖｏ 池ｇｅ－ｇａ言ｅｄ ｐｏ童ａｓｓｉｕｍ ｃｈａ㎜ ｅ１ β１

ｓ訂ｂｕｎ｛ｔｓ 三ｎ ｔｈｅ ｐｏｒｃｉｎｅ ｎｅｏｎａｔ呂１ ｄｕｃ宣琶ｓ ａｔξｅｒｉｏｓｕｓ。
乎ｅｄ｛ａ赦 Ｒｅｓ ５９：１６７－１７４

．
２００６

，

２６
．

Ｎ 敏ａ ｍ ｒａ Ｅ
，

賊 鮒 ｎｏ Ｋ
，

Ｏｋ纈ｎｏ Ｔ
，

Ｙ 棚 ａ搬ｏｔｏ Ｔ
，

Ｙｏｋｏｙａｍａ Ｍ二 Ａ ｐｏ至ｙｍｅｒｉｃ ｍ三ｃｅ茎１ｅ Ｍ Ｒ至ｃｏｎξｒａｓ童ａｇ㎝言 ｗ量ｔｈ ｃｂａｎｇｅａｂ妻ｅ

ζｅ１ａｘｉｖ圭ｔｙ．王 Ｃｏｎｔｒｏ１ Ｒｅ１ｅａｓｅ 亘玉４＝３２５－３３３
，

２Ｃ０６．

２７
．

Ｎ 級ａｙａｍ旺 Ｍ
，

０ｋａｎｏ Ｔ
，

Ｍｉｙａｚ敏ｉ Ｔ
，

Ｋｏｈｏ㎡ Ｆ
，

Ｓ 欲ａ｛ Ｋ
亭

Ｙｏｋｏｙａ柵ａ Ｍ： Ｍｏ１ｅ㎝１ａｒ ｄｅｓ呈ｇｎ ｏｆ ｂｉｏｄｅｇｒａｄａｂ１ｅ ｐｏｌｙ棚ｅｒｉｃ

ｍ｛ｃｅ王１ｅｓｆｏ王ｔｅ ｍｐｅｒａ 耐 ｅ－ｒｅｓｐｏｎｓｉｖｅ ｄｒｕｇ ｒｅ－ｅａｓｅ，Ｊ Ｃ ｏｎｔｒ〇三 Ｒｅ１ｅａｓｅ １１５：４６－５６
．

２００６
－

２８． 石 田 晶 玄、 江 州 新 一・
、 坂 因 直 鯛、

三 １二幸 夫
、

元 拝 冬 彦
、

葬証部一忠、義
、

福 山 尚 治
、

安 西 良 一
、

丹 野 弘 晃
、

砂 村 眞 琴
、

舳 徽
、

海 野 倫 明１急、

性 腹 症 で 発 療 し た 膵 紬 液 性 嚢 胞 腺 騒 の至 例
、

膵 臓２コ：５２５－５２９
．

２００６．

警書

２９
．

丁 荻 荻ｕ臓 Ｋ
，

纈ａｙａｓｈｉ Ｍ
，

Ｉｚａｗａ Ｍ： 酬 ｕｉ言 岬 ｔｕｍｏｒｓ． Ｌａｗｒ㎝ｃｅ ＳＣ
，

Ｗｉ１ｌｉａ独 ＰＲ ｅ６ｓ，
Ｐｒｉｎｃｉｐ１ｅｓ ｏｆｓｔｅｆｅｏｔａｃｔ１ｃ ｓｕｒｇｅ王ｙヨ

Ｓｐｒ圭ｎｇｅ王（量ｎ ｐｒｅｓｓ）一

３０
．

Ｙａｍ旺獅ｏｔｏ Ｔ：Ｃｙｔｏｇｅｎｅｔｉｃｓ 棚ｄ ㎜ｏｉｅｃｕ１撚 ｇｅｎｅ言ｉｃｓｆｏｒｃ ㎝ｇｅｎ１ｔ８１δ｛ｓ０ｆ 細 ｓ．
Ｐ正㏄ｅｅｄ｛㎎ｓｏｆｔｈｅ ２ｎｄ 阪 ＥＩ玉ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏ－

ｓｉ邊 ｍ，
Ｔ ｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍｅｎ

’
ｓ Ｍ ｅｄ玉ｃａ１ Ｕ ｎｉ∀ｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅｃｅ ｍｂｅ茎 ３－５
．

２００６ （１ｎ ｐｒｅｓｓ）、

３１．Ｆｕｍヒａｗａ Ｔ： 丁虹ｇｅｔｉｎｇ 倣 ｇｅｔｓ ｏｆ Ｍ ＡＰＫ 言ｏ ｔｒｅａ言 ｃａｎｃｅｒ．
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ 言ｈｅ ２ｎ Ｈ 肥 ＩＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙ細ｐｏｓ｛ｕ脇，

τｏｋｙｏ

Ｗ ｏｍ ㎝
’
ｓ Ｍ ｅｄ１ｃ星１ Ｕ ｎｉｖｅｒｓｉξｙ，

Ｔ ｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

◎ｅｃｅ ｍｂｅｒ ３－５
．

２００６ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

３２
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋ齪 Ｒ： Ｅ ｘｐｅｒ圭 鵬 ｎｔａ１ ｐ王ｏｊｅｃ言 ＆ｎｕ ｛ｅａ㎜一 繍 ｉｎｉ珊ｇ ｃｏｕ 鵬 ｆｃｒ ｛ｎｔｅｇｒａｔｅδ ｍ ｅｄ１ｃａ】 ｓｃｉ ㎝ ｃｅｓ，
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆ ｔおｅ ２岱ｄ

玉Ｒ ＥＩＩＭ Ｓ Ｏｐｅ巫 Ｓｙ獅 ｐｏｓ１ｕ 鵬
，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍ ｅｎ
ヨ
ｓ Ｍ ｅｄ１ｃａ１ Ｕ 羽ｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏ更ｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅｃｅ 服ｂｅｆ ３－５
．

２００６ （ｉｎ ｐ正ｅｓｓ）．

３３
．

Ｋｏ ｍ ｏｉｋｅ Ｙ
，

Ａ 獅ｏ Ｒ
，

ｙａｇｉ Ｈ
，

獅 ｇａｓｈｉｎａｋａｇａｗ旦 丁
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ： 腕 ｎｃ｛ｉｏｎａｌ ａ 胴１ｙｓｉｓ ｏｆ ｃ 紬 ７
，ａ Ｃ Ｈ Ａ Ｒ Ｇ Ｅ 冒ｙｎｄｒｏ 翻 ｅ ｒｅｓｐｏ列一

ｓｉ搬 ｇ ㎝ｅ，
ｂｙ ｕｓｉｎｇ ｚｅｂ 繍 ｓｈ ａｓ ａ ㎜ｏｄｅ１ｏζｇａｎｉｓ㎜、

Ｐｒｏ㏄ｅｄｉｎｇｓ ｏｆｔ蓬ｅ ２ｎｄ玉Ｒ 酊ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ沁 ｍ，
Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ㈱ ｎ

’
ｓ

Ｍ 竈ｄｉｃａ茎 Ｏｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，
Ｔｏｋｙｏ

，
ＪａｐａＢ

，
Ｄｅｃｅ鰍 ｂｅｒ ３－５．

２００６ （三ｎ ｐｒｅｓｓ）一

３４
．

Ｙ ｏｓ淋 搬 ｕｒ齪 Ｋ
，

Ｋｉ脇ｇａｗ ａ Ｈ
，

馳 榊 ａｎｉ Ｙ
，

Ｙ島ｇｉ Ｈ
，

Ｍ ａ 搬 ｍ ｏｔｏ Ｔ
，

Ｍ ８ｔｓｕｏｋ３ Ｒ
，

Ｋａ言ｏ Ｓ： Ｐｏｓｔ一臓ｉｇ 榊 ｏｒｙ ｃａｒｄｉａｃ ｃｒｅｓｔ ｃｅｌｌｓ 醐 ｄ

ｕｅｖｅｌｏｐｉｎｇ 暮ｅ肛ｔｒｅ ψ ｒｅ Ｗｉｎｉａｍｓ Ｓｙｎδｒｏｍｅ ？ｒａｎｓｃ Φｔ１㎝ ｆａｃｔｏｒ（Ｗ ＳＴＦ）．
Ｐｍｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆ言ｈｅ ２ｎ ω 肥 Ｉ玉ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓ 脾 ｐｏ－

ｓｉｕ 伽
，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ搬 ㎝
’
ｓ Ｍ ｅｄｉｃ且１ Ｕ ｎｉｖｅｒｓ圭ｔｙ，

Ｔ ｏｋｙｏ， 畑 ａｎ，
Ｄｅｃｅ ｍ ｂｅｒ３－５

．
２００６ （量ｎ ｐｒｅｓｓ）。

３５ Ｘ ｏｂａｙａｓｈ 汀
，

恥 悩 ａｎ童 Ｙ
，

Ｙｏｓ 榊 ａｇａＳ
，

泌 星ｓｕｄ 打
，

ＹａｎａｉＴ
，

Ｍ ａ 榊 ｏ良ａ Ｒ： Ｍｅ 棚 王ｅｍｅｎｔｓｏｆｃｏ 鮒 ａｃｔｉ㎝，
｛ｏ正ｃｅ ａｎｄｉｎ言ｒａ㏄ 舳一

茎ａｒ Ｃａ２＋ ｃ㎝ ｃｅｎｔｒａまｉｏｎｉ羽 ａ ｓｉ芯ｇ１ｅ ｃ 燃 ｉａｃ ㎜ｙｏｃｙｔｅ，
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆξｈｅ ２ｎｄ 玉ＲＥＩ夏Ｍ Ｓ Ｏｐｅ岱 Ｓｙ㎜ｐｏｓｉｕｍ，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ 鵬 ｎ’ｓ

Ｍ ｅｄｉｃａ 唖 ｎｉｖｅｒｓｉξｙ，
Ｔｏｋｙｏ，

ＪａｐａＲ，
Ｄ ㏄ ｅ 漱ｂｅｒ ３－５

．
２００６ ゆ ｐｒｅｓｓ）、

３６
．

Ｈａｙａ獅ａ Ｅ
，

Ｗｕ Ｃ
，

Ｓｕ珊 Ｐ
．

腕 榊 ｕｒａ Ｓ
，

腕 ｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｎａｋ ｍ１ｓｈ 汀 ： Ｃｈａｒａｃ言ｅｒｉｓｔ圭ｃ 燃言ｒ圭ｂ藩言ｉ㎝ ｏｆｐｏ言ａｓｓｉｕｍ ｃｈａ ｍｅ１ｓｉｎ ｔ註ｅ

ｄｕｃｔ棚 揃 ｅｒｉｏｓ砥ｓ ｏｆ ｐｏｒｃｉｎｅ ｎｅ ㎝ ａ言ｅｓ ａｎ 鮎 ｅ言ｕｓｅｓ．
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏξｔ淀 ２ｎ ω ＲＥ玉ＩＭ Ｓ Ｏｐｅ犯 Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ

，
Ｔｏｋ

ｙｏ Ｗ ｏｍ ㎝
’
ｓ

Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｕ ｎ三ｖｅ王ｓ｛ｔｙ，
Ｔｏｋｙｏ

，
Ｊ星ｐａｎ

，
Ｄｅｃｅ ｍｂｅｒ ３－５

．
２００６ （ｉｎ ｐζｅｓｓ）。

１ ／
押｝

〆

㌔
６８

／＼、一

別 表 業績一覧



３７－Ｔｒｉ蔽 Ｈ Ｖ
，

ＡｒａｉＳ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｔａ良ａｇ 欲１ Ｙ＝ Ｖａｒｉａｔｉ㎝ ｏｆ ｍｉｔｏｃｈｏｎ 脇 １ｐｆ０ｔｅｉｏ ｐｒｏｆｉｌｅｓａｍ ㎝ ｇ１ｈｅＥＢ－１ｒａｎｓξｏ ｍ ｅｄ１ｙｍｐｈｏ－

ｃｙｔｅ ｃｅ１童１ｉｎｅｓ－
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆｔｈｅ ２ｎｄ ＩＲ 副ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ翻

，
Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅｎ’ｓ Ｍｅ 砒 ａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓ１ｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ
，

∫ａｐ ｍ
，

Ｉ）ｅｃｅｎユｂｅｒ ３＿５．
２００６ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）、

３８－ Ｋａｗ ａｇｕｃｈ｛ Ｎ
，

Ｍｉｙａｍ ｏｔｏ Ｓ
，

Ｅ至１量ｓｏｎ Ｇ
，

泌 ａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｓ註ｉｎ
ｌ
ｏｋ星 丁： Ｃ 養ａｒａｃｔｅｒ…ｚａｔ１ｏｎ ｏｆ ｃ－Ｋｉｔ－ｐｏｓ 榊 ｅ ｅｎｒｉｃｈｅδ ｃｅ茎１ｓ ｉｓｏ１ａｔｅｄ

ｆｒｏｍ ｔｈｅ ａｄ 洲 ｒａｔおｅａｒｔｓ．
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆｔ総 ２ｉｄＩＲＥＩ互Ｍ Ｓ Ｏｐ帥 Ｓｙｍｐｏ富ｉｕｍ

，
τｏｋｙｏ Ｗｏｍｅｎ

’
害 Ｍ ｅｄ１ｃａ１ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ
，

Ｔａｐａ丑，
Ｄｅｃｅ ｍｂｅｒ ３－５．

２００６ （三ｎ ｐｒｅｓｓ）．

３９
．

Ｙ ａｇｉ Ｈ
，

γｅｒａｉ Ｋ
，

Ｔａｎａｋａ Ｔ
，

泌 ａｔｓｕｏｋａ Ｒ： γ ｗｏ ｔｙｐｅｓ ｏｆ Ｔ ｂｘ１ ｉｓｏｆｏｒｍｓ ｗｉまｈ 燃 言ｉｎｃｔ 星 ｍ三 ｍ －ｔｅ ｍ ｉＢａｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅｓ，
Ｐｒｏｃｅｅｄｉηｇｓ

ｏｆｔｈｅ ２ 耐 ＩＲＥＩＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ棚，
γｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅｎ

’
宮 Ｍｅｄ三ｃａ１ Ｕｎｉｖｅｒｓｉ言ｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅｃ 棚 ｂｅｒ３－５．
２００６（ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

４０． Ｐ盃ｅｚ Ｍ Ｔ
，

Ｙａ欄 ａ棚 ｏ言ｏ 刃
、

Ｈａｙ伍ｓｈｉ Ｋ
，

Ｋ ｕｒｏｓａｗ ａ Ｋ
，

Ａぎ…ｙａ ｍａ Ｊ
，

Ｎ ａｏ ㎜ｉｃｈｉ Ｍ
，

Ｙ ａｓｕｄ品 丁
，

跳 ｒ漱 ａｎ言 Ｙ
，

Ａｓ 欣 ａｗ ａ Ｓ
，

Ｓｈｉ 楡 ｚｕ Ｎ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ 只： Ｖ 破１ａｂ１ｅ ｓｉｚｅｓ ｄｅ茎８ｐ２３ ｉｎｖｏ童ｖｉｎｇ ＧＡＴＡ４ 麦ｎ ｄｉｆｆｅ正㎝ｔ ｃｏｎｇｅ 榊 ａ１ ｈｅａれ 鮒ｏ 欄 １ｉｅｓ．
Ｐ茎ｏｃｅｅ逢ｉｎｇｓ ｏぞｔｈｅ ２ｎｄ

ＩＲＥ玉ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ，
Ｔｏｋｙｏ Ｗｏ 欄 ｎ

’
ｓ 鵬 ｄｉｃａ１ Ｕｎ圭ｖｅｒｓｉｔｙ，

万ｏｋｙｏ， 切 舳，
Ｄｅｃｅ欄ｂｅｒ３－５．

２００６（ｉＨ ｐｒｅｓｓ）一

４１
，

Ｒａｚｚａ卵 ｅ Ｍ Ａ
，

Ｋａｍｉｓａｇｏ Ｍ
，

珊 閉ｙ 棚 ａ－Ｙ 棚 ａｄａ Ｋ
，

Ｘｏｍｏｉｋｅ Ｙ
，

Ａ ｍｏ Ｒ
，

碗 ｒｕｔａｎｉ Ｍ
．

Ｙ星ｇｉ Ｈ
，

Ｎ１ｓｈ三ｚａｗａ Ｔ
，

聰 敏 ｓｈ｛ｎａｋ－

ａｇａｗａ Ｔ
，

Ｍ ａ 榊 ｏ更ａ Ｒ＝ Ｍｕｔａｔｉｏｎｓ ｏｆ 町 Ｐ Ｍ 亘 ａｎｄ ＲＡＳ ｇ㎝ 遭ｓｉｎ Ｎｏｏｎａｎ ｓｙｎｄｒｏｍｅ－ Ｐ互ｏｃｅｅｄ呈ｎｇｓ ｏｆ言ｈｅ ２ｎｄＩＲＥ茎ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ

Ｓｙ ㎜ｐｏｓｉ載 ｍ
，

Ｔｏ吏ｙｏ Ｗ ｏ獅 ｅｎ
’
ｓ Ｍ ｅδ｛ｃ星１ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
掬 ａｎ

，
Ｄｅｃｅ ｍ もｅｒ ３－５

盲
２００６ （旦ｎ ｐｒｅｓｓ）。

４２
，

Ｓｈｉｎｔａｎｉ Ｍ
，

Ｙａｇ 閉
， 則 ｉｗ＆ｒａ Ｍ

，
Ａｋ…獅ｏｔｏ Ｋ

，
灼 搬 ａｎ茎 Ｍ

，
Ｉｍａ汕ｕ茎ａ Ｓ

，
Ｕｅｈ 榊 Ｒ

，
Ｈｏｓｈｉｋａｗａ Ｙ

，
Ｎ 駄ａｙａｍａ Ｔ

，
Ｎ 汰ａｚ星ｗａ

Ｍ
，

Ｔａｋａｏ Ａ
，

Ｎ 欲ａＢｉｓ蓬ｉ Ｔ
，

ＳａｊｉＴ
，

Ｍａｔｓｕｏをａ Ｒ： Ｍｏ１ｅ㎝１虹 ａｎ星１ｙｓｉｓ ｏｆ ＴＧＰ一βｓｕｐ 紺 ａｍｉ五ｙ ｇ㎝ ｅ富ｉ 岬 ａｔｉｅｎｔｓ ｗｉ言ｈ ｉｄｉｏｐａ 伽 ｃ

ｐｕ ㎞ ㎝ａｒｙ ａ紺ｒｉａ１ｈｙｐｅ 焔 ｎｓｉ㎝．
Ｐｒ㏄ ｅｅｄｉｎｇｓｏｆ言ｈｅ ２ｎｄ ＩＲＥ至玉ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕｍ

，
Ｔｏ茨ｙｏ Ｗ ｏｍ ㎝

’
富 Ｍｅｄｉｃａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ亭

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

◎ｅｃｅ ｍわｅ主 ３－５
．

２００６ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

凄３． 醐 ｄ８
’
Ｍ
，

Ｐｕ 鮒 ａｎｉ Ｙ
，

Ｓｕｔｏ Ｙ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

腋 ａｉ Ｍ： Ｍ ｏｌｅｃ 伽 ｃｙ１ｏｇｅｎｅ１ｉｃ ａｐｐｍ＆ｃｈ ｔｏ ｄｅ１ｅ ㎜１ｎｅ 竃ｕｐｅｍｕｍ 鮒 ｙ 搬 皿茨ｅｒ

（２２） ｃｈｒｏｍｏｓｏ欄ｅ ｂｒｅａｋｐｏｉｎ言ｓ ｏｆ ａ ｐａｔ｛ｅＢｔ ｗ 搬 ｃａｔ ｅｙｅ ｓｙｎｄｒｏ獅ｅ．
Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆｔおｅ ２ｎｄ ＩＲＥ玉ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙ榊ｐｏｓｉｕｍ

，

Ｔｏ 幻 ｏ Ｗ ｏ ｍｅｎ
’
ｓ Ｍ ｅδｉｃａｌ Ｕ ｎｉｖｅｒｓｉ言ｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅ ㏄ ｍ 憾 ３－５．
２００６ （ｉ君 ｐｒｅｓｓ）。

４４－ Ｆｕｒｕｉｃ益ｉ Ｙ
，

Ｙａｇ量 Ｈ
，

Ｔｅｒａｉ 《
，

丁 榊 ａｋ星 丁
，

Ｈｉｇａｓｈ…ｎ註ｋａｇａｗａ Ｔ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ｔｈｅ ｓｅ蟹ｕｅｎｃｅ 星ｎａ茎ｙｓ圭ｓ ａｎｄ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏ羽 ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ

Ｃ 汀Ｄ７
．

Ｐ王ｏｃｅ 鰍 ㎎ｓ ｏｆｔｈｅ ２ｎ 胴 魍 Ｉ至Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ㎜
，

Ｔｏ交ｙｏ Ｗｏ 鵬 ｎ
’
ｓ 晩 ｄｉｃａ王 Ｕｎｉｖｅｒｓｉ言ｙ，

Ｔｏｋｙｏ
，

切 ａｎ
，

Ｄｅｃｅ伽ｂｅｒ

３＿５．
２００６ ⑫ｎ ｐｒｅｓｓ）一

４５． ㍊ａｙ 脈 星ｗ ａ Ｅ
，

Ｔａｋ 廠 ｕ ｗａ Ｙ： 珊 ｅ ｓｔｕｄｙ ｏｆ 星 ｐｒｏｔｅｉｎ ｍ ｏ１ｅｃｕ…ａｒ ｍ ｏｔｉｏｎ ｂｙ 叙ｕｏｒｅｓｃｅ 蜘 ｅ ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ ｓｐｅｃｔｍｓｃｏｐｙ （８ ＣＳ）。

Ｐｒｏｃｅｅｄｉ珊ｇｓ ｏｆｔ脆 ２ｎｄ 玉更ＥＩ玉Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ搬
，

Ｔｏｋｙｏ Ｗｏ ㈱ ｎ
’
ｓ Ｍ ｅδｉｃａ１ Ｕｎ三ｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ
，

Ｊａｐ 棚
，

Ｄｅｃｅｍｂｅｒ ３－５
．

２００６（ｉｎρξｅｓｓ）、

４６
．

Ｔａｎｇ Ｓ
，

㌶ｏｓｈｉｄａ 蕊
，

恥ｊ量ｗａｒａ Ｍ
，

Ｆｕ 鰍 舳ｉ Ｍ
，
Ｉｍ＆ｍｕ閉 Ｓ

，
泌ａｔｓｕｏｋａ 尺： Ｄｅｔｅｃｔｉｏ岱 ｏｆｅ三ｅｖｅｎ ｎｏｖｅ 岬 Ｂ Ｎ１ ｍ 滅ａ言ｉｏｎｓ 伽 ｄ ｏｎｅ

ＴＧ 冊 ＲＩ ｍ 碗 ｔｉ㎝ 盆ｍ ㎝ ｇ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｐａ言ｉｅｎ言ｓ ｗ 搬 Ｍ ａ就ａｎ ｓｙｎｄｒｏｍｅ－
Ｐぎｏｃｅｅδｉ㎎ｓ ｏｆｔｈｅ ２ｎδ 茎 蝸 Ｉ至Ｍ Ｓ Ｏｐｅ打 Ｓｙｍｐｏｓｉｕ獅，

Ｔｏｋ
ｙｏ Ｗｏ㎜ ㎝’

ｓ Ｍｅｄｉｃａ 閉 ｎｉｖｅ 納 ｙ，
τｏｋｙｏ，

Ｊａｐａ羽
，

Ｄｅｃｅ欄ｂｅｒ３－５．
２００６（１ｎ ｐｒｅｓｓ）一

４７
．

Ｃ誌ｅｒＢｃｖ 脳
，

Ｈｏｒ１ Ｔ
．

Ｏ 珊ｏ Ｙ
，

Ｎａｋ里ｍ ｕ 閉 Ｒ
，

Ｉｓｅｋ三 Ｈ
，

丁 欲 ａｋ 脈 ａ Ｋ：１Ｈ－Ｍ Ｒ Ｓ－ｄｅｔｅｃｔｅｄ 倣ｅ言盆もｏ－ｉｃ ｃｈａ閉ｃｔｅｒ…ｓ芝ｉｃｓ ｏｆ ｍｅｔａｓｔａｔ｛ｃ

ｂｒａｉ舳ｕｍ０ｆｓａｎｄｔｈｅｉｒｃ註ａ㎎ ｅｓ 鮒 ｅｒ Ｇ 棚 ｍａ Ｋｎｉｆｅｒａｄｉｏｓｕｒｇｅ 唖 Ｐｒｏｃｅｅｄｉ㎎ ｓｏチ言ｈｅ２ｎ 飼 鯛 Ｉ至Ｍ Ｓ Ｏｐ ㎝ Ｓｙｍｐｏｓｉ口ｍ，
Ｔｏｋｙｏ

Ｗｏ伽ｅｎ
’
ｓ Ｍｅｄ１ｃａ至 晩ｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏ茨ｙｏ
，
Ｊａｐａｎ

，
◎ ㏄ｅｍ 瞼 ３－５

．
２００６（ｉｎｐｒｅｓｓ）。

４８． 肋 ｋｅｕｃ養ｉ Ｄ
，

Ｋｏｎ養ｏ Ｃ
，

Ｈａｒａｄａ Ｙ
，

腕 伽 ａｎｉ Ｍ
，

Ｐｕｍｔ旺ｎｉ Ｙ
，

Ｎ 汰ａ孤 鮎ｉ マ
肯

Ｍａ 繍 ｏｋａ Ｒ： ＲｅＩａｔｉｏｎ ｂｅまｗｅｅ 肘 ｉｓｋ ｆａｃｔｏｒｓ ｏぎ

ｃｅｒｅｂｆ０ｃａぎｄ圭ｏｖａｓｃ祉１ａ主 ｅｖｅｎｔｓ
，

ａｎｄ 言ｈｅ ｅｆｆｅｃｔｓ ｏξ 昼 ｎａｔｕｒａｉ ｆｏｏｄ ｄｉｅｔ， ａｓｃｏＴｂａセｅ ａｎｄ ｖ三ｔａｍ三ｎ Ｂ ｔｏ ｐｒｅｖｅ篶ｔ ｔおｅ ｐｆ０ｇｒｅｓｓｉｏｎ ｏｆ

ａ 欄 ｉｏｐａ言ｈｙ１ｎ Ｗ 棚ｉａｍｓ ｓｙ 鮒 ｏｍｅ．
Ｐｒｏｃｅｅｄｉ㎎ｓ ｏｆｔ註ｅ ２ 紬 ＩＲＥ玉ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ臓，

Ｔｏｋｙｏ Ｗｏｍ ㎝
’
ｓ 漉 ｄｉｃａｌ Ｕｎｉｖｅｒ－

ｓｉｔｙ，
Ｔｏｋｙｏ，

Ｊａｐａｎ，
】）ｅｃｅｒｎｂｅ王 ３－５．

２００６ （ｉｎ ｐｆｅｓｓ）．

峯９
，

Ｈａｇｉｔａ Ｎ
，

Ａｂｅ Ａ
，

Ｆｕｒｕｔａｎｉ Ｍ
，

Ｆｕｍｔａｎｉ Ｙ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ＝Ｏａｔａ 棚ｉｎｉｎｇ ｏｆ ｍｅ逢ｉｃ旺１ｄ 搬、
Ｐｒｏｃｅｅ 伽 ｇｓｏｆｔおｅ ２ｎｄ玉 ㎜ Ｉ玉Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ

Ｓｙ 搬ｐｏｓｉむ ｍ，
Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍｅｎ

’
ｓ Ｍ ｅｄ圭ｃａ１ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄ ｅｃｅｍ ｂｅ王 ３－５．
２００６ （ｉ■ ｐ肥 ｓｓ）。

５０、 附 ｒａ Ｙ
，

Ｙ 棚 ａｄａ Ｏ
，

Ｔａｋａｙａ欄 ａ Ｍ
，

Ｙｏｓｂ圭ｏｋａ γ
，

Ｓ固至ｔｏ Ｋ
，

Ｋａｔｏ γ
箏

Ｆｕｒｕｔａｎｉ 械
，

Ｐｕ 鮒 舳 ｉ Ｙ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｈａ 鮒 ㎜ ｏ言ｏ Ｙ
，

丁 汰 級 ｕｒ星 Ｋ： Ｃ ｕ航ｅｎξ ａｃｔｉｖｉｔｙ ａｎｄ ｐｅξｓｐｅｃｔ…ｖｅ ｏｆ ｔｈｅ ｔｅａ 阯 腕ｉｎｉｎｇ ｃｏむｒｓｅ 奮ｏｒ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ ｍ ｅｄ三ｃａｌ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｕｓｉれｇ ｃｙｂｅｒ

ｉｎｔｅｇｒａ言ｅｄ ｍｅｄｉｃａｌｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ，
Ｐｒｏｃｅｅ 飾 ｇｓ ｏ 舳 ｅ ２ｎｄ 双 ＥＩ夏ＭＳ Ｏｐｅ珊 Ｓｙ胴ｐｏｓｉｕｍ，

Ｔｏｋｙｏ Ｗｏｍ ㎝
’
ｓ Ｍｅ６ｉｃａ１ Ｕｎｉｙｅｒｓｉ言ｙ，

Ｔ ｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ

，
◎ｅｃｅ ｍｂｅＴ ３－５

．
２００６ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）、

５１．Ｙａｍａｍｏｔｏ Ｔ
与

胸 揃 ａ赫 Ｍ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ａ ｐａ辻ｉｅｎｔ亙ｅｐｏ校 ｏξ Ｄｏｗｎ ｓｙｎｄｒｏ棚ｅ ｗヒｏ害ｅ ｓｙｍｐ言ｏ㎜ｓ ｗｅＴｅ ｉｍｐｒｏｖｅδ ｂｙ ｔｈｅ

ｉ 搬 ｇｒａ言ｅｄ 醐ｅｄ１ｃａ玉ｓｃｉ㎝ ｃｅａｐｐ互ｏａｃｈ
－

Ｐ正ｏｃｅｅｄｉｎｇｓ ｏｆｔ陰ｅ２ｎｄＩＲＢ玉ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ鮒
，

γｏｋｙｏ Ｗ ｏ嚇 ㎝
’
ｓ Ｍｅｄｉｃａ三 Ｕｎｉｖｅｆ－

ｓｉｔｙ，
Ｔｏｋｙｏ，

Ｊａｐａｎ，
Ｄｅｃｅ脈 ｂｅｒ ３－５．

２００６ （ｉｎ ｐｒｅｓｓ）．

５２
，

Ａｇｇａ 榊 ａｉ 鵬
，

Ｓｕｎｄ欲ａｍ Ｃ
亭

Ｍａ１ａｎｉ Ｎ
，
Ｉｃｂｉｋａｗａ Ｈ： Ｃｕｒ㎝ ㎞ ｎ：ＴｈｅｉｎｄｉａｎｓｏＨｄ ｇｏｌδ

，
ｔｈｅ ｍｏ玉ｅ㎝１ａｒｔａｒｇｅｔｓ 盆ｎｄｔｈｅｆａｐｅｕｔｉｃ

ｕｓｅｓ ｏｆ ｃｕｒｃｕ ｍｉｎ ｉｎ もｅａ 愉 ａｎｄ ｄｉｓｅａｓｅ， ａ６ｖａｎｃｅｓｉｎ ｅｘｐｅ王ｉｍ ｅｎｔ註１ 伽 ｅｄｉｃｉｎｅ ｍ δ ｂｉｏｌｏｇｙ－ ５９５
，

Ｅ 搬 ｅｄ ｂｙ Ｂｈ 班 ａｔ Ｂ
．

Ａ ｇｇ 趾 ｗａ三，

Ｙｃｕｎｇ－Ｊｏｏｎ Ｓｕｆｈ
，

Ｓｈヨｓｈヨｒ Ｓｈｉｓｈｏ 磁 包
，

Ｓｐ㎡ｎｇｅｒ（ｉｎ ｐｒｅｓｓ）、

ＡｐＰｅｎｄ１ｘ Ｌｉｓモ ｏｆ ＰｕｂＩ１ｃａｔ；ｏｎｓ ｛ｃｏｎｔｉｎｕＥｄ）



５３
． 山 本 俊 至

、
前 壇 義 弘：Ｗ ｏ１ 閉 ｉｒｓｃ泌 ｏｍ 症 候 群

．
稲 澤 譲 治

、
蒔 田 芳 男

、
羽 函 明 編

、
ア レイ ＣＧ 河 診 断 ガ イ ドブック

、
医 薬 ジ ャ ー ナ ル 杜

、

犬 阪（印漏 沖）．

５峯． 山 本 俊 至
、 犬 橋 博 文： 舳 ａｇｉｌｅ症 候 群・ 稲 澤 譲 治

、
蒔 田 芳 男・ 羽 図 明 編

・ ア レイ ＣＧＨ 診 断 ガイ ドブッ ク
・

医 薬 ジ ャ ー ナ ル 杜
㌔

大 阪 仰 刷中）．

５５． チ ェ ルノ フ ミハイ ル、 小 野 由 子：頚 蓋 内 腫 瘍 に お ける プ ロトン 磁 気 共 鳴 ス ペ ク トロ ス コピ ー（１Ｈ－Ｍ ＲＳ）
．

Ｎｅｕｒｏｓ旭ｒｇｉｃａ董 Ｍａ ㎜ ａｌ，
Ｔｏｋｙｏ

Ｗｏｍｅｎ
’
富 Ｍｅｄｉｃａ１ Ｕｎｉｖｅｒｓｉ言ｙ（印 刷 申）

．

５６． 松 岡 瑠 美 子：心 疾．憲 患 者 の 妊 娠 ・ 出 産 の 適 応 ・ 管 理
。
「今 日 の 治 療 掲 針」２００８

、
医 学 書 院

、
東 京 （郎 鰯 申）

．

５７．新 井．灰 ぺ 医 用 放鐵 線 科 学 講 座８ 放射 線 薗 像 技 術学 第１版第１０刷、 医 歯 薬１出版 株 武 会社、 東京、２００７－

５８．新 奔 正一一１診 療 画 像 検査 法 医用 放雛 線 物 理学 第 ｝飯 第呈刷、 株 式 会 社 医療 科 学 杜。 東 京、２００７．

５９
．

煎 垣 義 弘、
出 本 俊 至：知 的 障 害 の 原 困

．
犬 野 耕 策 編

、
知 撤 箪 警 著 の 健 康 管 理 マ ニ ュア ル

、 ｐｐ８－１３
、

診 断 と 治 療 社、 東 猟、２００７．

６０
．

山 本 俊 至
、

前 垣 義 弘：そ の 飽 の 知 的 障 害 の 原 因、 大 野 耕 策 編、 知 的 障 害 者 の 健 康 管 理 マ ニ ュア ル
、 ｐｐ５８－６２

、
診 断 と 治 療 社

．
東 京

、
２００７

，

６１． Ａｂｅ Ａ
，

Ｒａｇｉｔａ Ｎ
，

磁 ｍｔａｎ三 Ｍ
，

Ｆｕｍｔａｎ｛ Ｙ
，

Ｍ ａｔｓｍ ｋａ Ｒ二 Ｐｏｓｓｉ 洲 ｔｙ ｏｆｉｎ言ｅｇｒａ言ｅ ω ａｔａ 鮒ｉｎｉｎｇ ｏξｃ蔓ｉｎｉｃａ“ ａξａ。
玉ｎ：Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ

ｏｆｔ養ｅ ２０ｔｋ Ｉｎｔｅ ｍ ａｔｉｏｎａ１ Ｃ Ｏ Ｄ Ａ Ｔ Ａ Ｃ ｏｎｆｅｒｅηｃｅ，
Ｂｅｉｊｉηｇ，

Ｃ ｈｉｎａ，
Ｓ亘０４－Ｓ１１５

，
０ｃξｏｂｅｒ ２４

．
２００６．

６２．Ｉｓｅｋ 閉
，

Ｍ ｕｒａｇａｋｉ Ｙ
，

Ｎ ａｋａ棚 ｕｒ浸 只
，

Ｃｈｅ ｍ ｏｖ Ｍ
，

丁 脈 ａｋｕｒａ Ｋ： Ｓ饒ｆｇｉｃａｌｉｎｆｏ王ｍ ａｔｉｏｎ ｓｔｒａｔｅｇｙ ｄｅ竃ｋ．
玉ｎ： Ｐ王ｏｃｅｅｄ１ ㎎ ｓ ｏｆｔｂｅ 鰍
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６－ Ｙ＆ｍａｄａ Ｏ
，

Ｏｚ 脳 Ｋ
，

Ａｋｉｙａ㎜ａ Ｍ
，

Ｋａｗａｕｃｈｉ Ｋ
，

Ｍａ言ｓ荘ｏｋａ Ｒ： Ｍ ｕ１ｔｉｓｔｅｐ ｒｅｇｕ１旺ｔ１ｏｎ ｏｆｔｅＩｏｍｅ正ａｓｅ ｄｕｒ１㎎ ｄ脳ｅｒ㎝ｔｉａｔ旦ｏｎ ｏｆ

Ｈ Ｌ ６０ ｃｅ１Ｉｓ． 豆２ 搬 Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏξｔｈｅ Ｅ 酊 ｏｐｅａｎ Ｈ ｅｍ ａセ〇三〇ｇｙ
Ａ ｓｓｏｃ茎ａξｉｏｎ

，
Ｖｉｅ 湘 ａ

，
Ａ ｕｓ彼呈ａ

，
Ｊｕｎｅ ７一玉０

．
２００７

．

７
、

刮 １徽 ：ヒ ト膵 臓 が ん に お ける 分 子 診 癖 標 的 の 検 索 ・ 解 析
、

第９６回 口 添 病 題 学 会 総 会
、

大 阪
、

２００７年３月１３－１５日
．

８． 捌１徳 葵 子、 今 村 伸 一郎、 呉 翠矯、 松 岡瑠 美 子、 中 西 敏 雄：新 坐 仔および 胎仔 ブタ肺 動 脈 にお けるＫチャン享ル 発 現の 検討、 第玉３回ヨ 奉

小 児 肺 循 環 研 究 会
、

東 京
、

２００７ 年２月３臼
．

９． 新 谷 正 樹
、

八 木 寿 人
、

藤 源 嬢 耶
、

’当 谷 道 子
、

今 栂 伸 … 郊
、．

ｋ 原
．
里 程

、
星 州 康

、
申 山 智 孝

、
申 西 敏 雄

、
佐 錐 勉

、
松 岡 瑠 美 子１特 発 性 肺 動

脈 性 肺 高 菰圧 症 伽 こおけるＴＧＦ一β溜 ＭＰシグナル伝 達 に係る遺 伝 子 群の 解 栃．第１３回日 本小 児 肺循 環研 究 会、 東 京、２００７牢２渇 珊．

１０． 尾 碕 幸 次
、

山 田 修
、

川 内 喜 代 隆
、

秋 出 政 晴
、

凶 思 尚
、

泉 二 登 志 子
、

松 岡 瑠 美 子：蕊Ｌ６０細 飽 の 分 化 に お ける テ ロメ レ ース の 調 餓 機 序． 第

６９国日 茶 血液 学 会 ・ 第４９圓臼碓 臨 床 血 液 学 会合 同 総会、 横 浜、２００７年．

１１
，

Ａｋｔｅ正 Ｍ Ｈ
，

Ｒａｚｚａｑ鵬 Ｍ Ａ
，

Ｓｈｉｍ｛刎 Ｍ
，

Ｙ＆ｍａｇ ㏄ｈ 甘
，

Ｈｉｒｏ竃ｅ 汽
，

Ｏｓｕ伽｛ Ｔ＝ 恥 ｎｃｔｉｏｎａ… ｓｐｅｃ｛ｆ…ｃ｛ｔ｛ｓ ｏｆ ｅｓｔｒｏｇ㎝ ｒｅｃｅｐｔｏト

ｒｅ１ａｔｅｄ ｒｅｃｅｐｔ０Ｌ Ｐｏｓｔｅ μ Ｐ－Ｃ－００１
，

２０ｔ葛 ＩＵ８ Ｍ Ｂ 至ｎ言ｅｍａξｉ㎝ａｌ Ｃｏｎｇ 欄 ｓ ｏｆ ３ｉｏｃｈｅｍ呈ｓ 卿 ａｎｄ Ｍ ｏｌｅ㎝ｉａｒ Ｂｉｏｌｏｇｙ ａｎｄ 呈１ｔｈ

Ｆ Ａ ０ ８ Ｍ Ｂ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ．
Ｋ ｙｏｔｏ

，
Ｊａｐ 鮒

，
紬 ｎｅ １８－２３

亭
２◎０６

一

至２
．

Ｒａｚｚ品ｑｕｅ 脳 Ａ
，

Ｋａｍ三ｓａｇｏ Ｍ
，

Ｈｉｆａｙａｍａ－ｙａｍａｄａ Ｋ
，

疋ｏｍｏｉｋｅ Ｙ
，

Ａ 伽ｏ Ｒ
，

胸 械 ａｎｉ Ｍ
，

Ｙａｇｉ Ｈ
，

Ｎ 納 …ｚ 榊 ａ Ｔ
，

珊 ｇａｓｈｉｎａｋ－

ａｇａｗａ Ｔ
．

Ｍ ａ 触 ｏｋａ Ｒ： Ｇｅｒｍｌｉｎｅ ＰＴ 剛 ｉ至
。

ＫＲ ＡＳ 蜘 ｄ 蕊 ＲＡＳ 蜘ｕｔａｔ…ｏｎｓ ｉｎ Ｎｏ ㎝ ａｎ ｓｙ 紬ｒｏｍｅ ａ納 ｓｉ㎞１撚 ｐｈ ㎝ｏｔｙｐｉｃ

ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ．
Ｃａｒ６ｉｏｆａｃｉｏｃｕｔａｎｅｏｕｓ Ｓｙ■ｄｒｏ ㎜ｅ 纈ｎｄ Ｎｏｏ巫ａｎ Ｓｙｎｄｒｏ 卿 ｅ ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｉｎｅｅｔｉｎｇ，

Ｍ ａ王ｙｌａｎｄ
，

Ｕ ＳＡ
．。

２００６
，

Ｎｏｖｅ柵 ｂｅｒ

茎７＿ｉ９
．

２００６．

１３
．

Ｃｈｅ ｍ ｏｖ Ｍ
，

Ｎ ａｋａｙａ Ｋ
，

Ｉｚａ ｗａ Ｍ
，

Ｈ ａｙ旺ｓ陰ｉ Ｍ
，

Ｍ ｕｒａｇａｋｉ Ｙ
，

Ｉｓ 欲ｉ Ｈ
，

Ｒｏｒ 甘
，

独 ｋａｋｕ 獺 Ｋ： ０ ｕｔｃｏｍ ｅ ａｆｔｅｒ ｒａｄｉｏｓｕｒｇｅｒｙ ｆｏｒ

ｂζ＆ｉｎ 榊ｅｔａｓ言ａｓｅｓ ｉｎ ｐａｔｉｅ 帆ｓ ｗｉｔｈ ｌｏｗ Ｋ ＰＳ
，

６５言ｈ Ａｎｎ讐ａｌ Ｍ ｅｅ言ｉ羽ｇ ｏｆ ｔおｅ Ｊａｐａｎ Ｎｅｕｒｏｓ 服 ｇ…ｃａ正 Ｓｏｃ｛ｅｔｙ，
Ｋ ｙｏｔｏ，

Ｊａｐａｎ亭
０ｃｔｏｂｅｒ

童８
．

２００６
．

１４
．

Ｃｂｅ ｍ ｏｖ Ｍ
，

Ｍ ａｒｕｙａ蜘 ａ Ｔ
，

Ｍ ｕｒａｇａｋ圭 Ｙ
，

Ｉｓｅｋｉ Ｈ
，

列 ｏｒｉ Ｔ： Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ ｗ 漉 ｅｎｄｏｓｃｏｐｅ－ｃｏｎ宣ｒｏｎｅｄ ｒｅ伽 ｏｖａ三 〇ｆ 三 鮒 ａｍ ｅａｔａ１

ｖｅｓξｉｂｕ１欲 竃ｃｈｗａｍ ｏ蜘ａｓ。
珊 ｅ亘３ｔ暮 Ａ 棚 ｕａ１ Ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆｔ益ｅＪａｐａｎｅｓｅ Ｓ ㏄ｉｅｔｙ ξｏｒ Ｎｅｕｍ ㎝ｄｏｓｃｏｐｙ，

Ｙａ嚇ａｇａｔａ
，
Ｊａｐａ■

，
Ｎｏｖｅ 炸

ｂｅｒ １８
．

２００６
．

１５．Ｃ 腕 ｍ ｏｖ Ｍ Ｆう
Ｋ 榊 ｙａ 列

，
Ｋａｔｏ Ｋ

，
０疵ｏ Ｙ

，
Ｍｕｒａｇ 淋 Ｙ

，
菱ｓｅｋｉ Ｈ

，
Ｈｏ茎 汀

，
丁 脈ａｋｕｒａ Ｋ： Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｓｂｅｔｗｅｅｎ Ｍ Ｒ玉 棚ｄ ｐｒｏｔｃｎ

Ｍ ＲＳ ｆｅａｔｕｒｅｓ ｏｆｉｎｔｒａｃｒａｎ紬 鮒 ｎ１ｎｇｉｏ舳ａｓ ａｎｄ ξｈｅｉｒ ｈｉｓｔｏｐａｔｈｏｉｏｇｉｃａ董ｃ 廠 ａｃｔｅｒ三ｓξｉｃｓ．Ｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａ三 Ｃｏ㎎ 欄 ｓ ｏ乃 Ｍ ㎝ｉｎｇｉｏ－

ｍ ａｓ 棚 ｄ Ｃ 研ｅｂｒａ１ Ｖｅｎｏｕｓ Ｓ
ｙｓ言ｅ ｍ

，
Ｐ 功ｉｋ

ｙ邊
，

Ｊａｐ旺ｎ
，

Ｎ ｏｖｅ榊 ｂｅｒ ２７
．

２００６
。

Ａｐρｅｎｄｉｘ Ｌ１ｓｔ ｏｆ Ｐｕｂｌｉｃａ芝ｉｏｎｓ 可ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ）



１６
．

馳王ｕｋａｗａＴ
亭

Ｓ棚 ａ鰍ｕｒａ Ｍ
，

Ａもｅ Ｔ
，
玉ｓｈｉｄａ Ｍ

，
Ｒｏぎ｛ｉ Ａ＝ Ｃｙｓｔ三ｃ三ｅｓｉｏｎｓ ｏｆｔｈｅ ｐ ｍｃ 撒 ｓ－ｓ 搬 ｙｐｅｓａｎｄ ｇｅｎｅ ａ１ｔｅｒａｔｉｏｎｓ五ｎＩＰＭ Ｎ

．

６ｔｈ Ａｓ 楡 Ｐａｃ 徽 Ｄｉｇｅｓｔ１ｖｅ Ｗ ｅｅｋ
，

Ｃｅδｕ，
Ｐｈ三１三ｐｐ三ｎｅ，

Ｎｏｖｅｍｂｅ王２６－２９
．

２００６．

玉７
．

Ｆｕ㎜ｋａｗａ Ｔ
，

Ｈｏ正ｉ｛ Ａ
，
塁ｓ蓬ｉｄａ Ｍ

，
Ｓｕｎａｍｕｒａ Ｍ＝ αｉｎｉｃｏｐａ童ｈ〇三〇ｇ三ｃａ玉ｓｉｇｎ描ｃａｎｃｅ ｏれ ｙｐｅｓ ｏｆｉ鮒 ａｄｕｃｔａ１ｐ＆ｐｉ妻１ａＷ一 舳 ｃｉｎ ㎝ｓ

ｎｅｏｐ１＆ｓ碗ｓ ｏｆ ｔｈｅ ｐａｎｃｒｅａｓ．
Ｘ ｘ ｙＩ Ｃｏｎｇｒｅｓｓ ｏｆ 言ｈｅ Ｉ荘ｔｅｒｍ ａ言ｉｏ 柵 １ Ａｃａｄｅｍ ｙ ｏｆ Ｐａｔｂｏｌｏｇｙ Ｍ ｏ竈ｔｅａ１，

Ｐ Ｑ
，

Ｃａｎａｄａ，
Ｓｅｐｔｅ獅 ｂｅｒ

至６＿２三
，

２００６
、

豆８．Ｉｓ 胴 ａ Ｍ
，

Ｓｍ ａｍｕ㈱ Ｍ
，

ＥｇａｗａＳ
，

Ｆｕｍｋａｗ 汀
，

Ｈｏ 榊 Ａ
。

酬 ｎｏ Ｍ＝Ｓｅａｒｃｈ ｆｏ灯ｕ ｍ ｒｓｕｐｐ王ｅｓｓｏｒｇｅｎｅｓ ㎝ ｃｈｒｏｍｏｓｏ㎜ｅ １８ｉ珊

ｐａｎｃ 欄ｔ１ｃｃａｎｃｅＬ ９７ｔｈ Ａ ㎜ 峨Ｉ ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆｔ脆 Ａ ｍｅｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃ三ａｔｉｏｎｆｏｒ Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓ 鮒 ｃ直
，

Ｗａｓｈｉ㎎ｔ㎝ Ｄ Ｃ
，

Ａｐｒｉ至１－５
．
２００６

、

亘９－ Ｆｕｍｋａｗａ Ｔ
，

Ｈｏｒｉｉ Ａ： Ａ ㍊ＲＫ Ａ ｉｓ ｏｎｅ ｏｆｔｈｅ ｄｏｗｎｓｔ正ｅａ㎜ ｔａ童ｇｅｔｓ ｏｆ Ｍ ＡＰＫ 肥 ＲＸ２ ｉｎ ｐａηｃｒｅａ辻ｉｃ ｃ馳 ｃｅｒ－ ９７ｔｈ Ａｎｎｕａｌ

ｍｅｅｔｉｎｇ ｏｆ言ｈｅ Ａ ㈱ ｒｉｃａｎ Ａｓｓｏｃｉａ言ｉｏｎ ｆｏｒ Ｃａｎｃｅｒ Ｒｅｓｅａｒｃｈ
，

Ｗ ａｓｈｉｎｇｔ ㎝ Ｄ Ｃ
，

Ａ ｐｒｉ１１－５
．

２００６
．

２０
．

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ：Ｃｈａｍ ｅ１ａ 腕 ｏｒｍ昼正ｉｔｙａｎｄ Ｓ茎◎Ｓ。丁養ｅｇｔも ＳＩＤＳＩ鮒ｅｍａｔｉｏ ㎜１ Ｃｏｎ 紺 ｅｎｃｅ，
Ｙｏｋｏｈａ㎜ａ．

Ｊ盆ｐａｎ，
Ｊｕｎｅ亘一４

．
２００６．

２ユ
．

丁 級ｅ薄ｃｈｉ Ｄ
，

Ｋｏｎｄｏ Ｃ
，

Ｆｕｍｔａｎｉ Ｍ
，

Ｆｕ㎜ ㈱ ｉ Ｙ
，

Ｎａｋａｎ 繍 甘
，

Ｍ 燃 ｕｏｋａ Ｒ： Ｒｉｓｋ ｆａｃｔｏｒｓｏｆｃ ㈱ ｂ更ｏ－ｃａｒｄ呈ｏｖ星ｓｃ誼玉ａｒｅｖｅ 鮒 ｉ邊

Ｗｉ書１玉ａｍｓｓｙｎｄｒｏ 鵬 ．
第４ 胴 臼 本 小 児 循 環 器 学 会

、
名 吉 屋

、
２００６

．

２２． 丁王ｉｎｈ 亘Ｖ
，

マ 欣ａｇａｋｉ Ｙ： Ｅ 沽 ａｎｃｅｄ ｃ１ａ柵玉ａｎｉｃ ａｃ茎ｄ ｐ王ｏδｕｃξｉｏ荘ｉｎ Ｓ言ｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ ｃｌａｖｕｌ｛ｇｅｍｓ ＮＲＲＬ３５８５ ｂｙ ｏｖｅｒｅｘｐｒｅｓｓ…ｏｎ

ａ岱ｄ ｃ㎏ｏｍｏｓｏｍａ至圭脈ｅｇｒａｔｉｏｎ ｏｆ ㏄ａＲ ａｎｄ ｃａｓ２ ｇｅｎｅｓ，
２０ｔｈ ＩＵ３ ＭＢ 賊 ｅｍａ言ｉｏｎａ至 Ｃｏ珊ｇｒｅｓｓ ｏｆ Ｂｉｏｃ気ｅ搬ｉｓｔＷ 酬ｄ Ｍ ｏ…ｅｃｕ１ａｒ

Ｂｉｏｌｏｇｙ，
Ｋｙｏ宣ｏ，

Ｊａｐａｎ，
３ｕｎｅ 玉８－２３

．
２００６

．

２３． Ｋｉｒａ Ｙ
，

Ｙ ㎜ ａｄａ ０
，

丁 欲ａｙａｍａ Ｍ
，

Ｐｕ 榊 舳ｉ Ｍ
，

Ｆ ｍ ｔ棚ｉ Ｙ
，

Ｋ＆ｔｏ Ｔ
，

Ｙｏｓｈｉｏｋａ ？
，

Ｍ星ｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

丁 炊ａｋｕｒａ Ｋ： Ａ ｔｅ３㎜一ｔ閉 榊 ｎｇ

ｃｏｕ王ｓｅ ｆｏｒｉ 飾 ｇ ㈱ ｅδ 欄ｅｄ三ｃａ…ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｕｓ｛ｎｇ ｃｙｂｅｒｉｎ宣ｅｇ ㈱ ｅｄ 鮒 ｄｉｃａ至圭ｎｆ閉ｓ ㈹ ｃｔｗｅてＣＩＭＩ）一
６ｔｈ Ａｓｉａｎ－Ｐ星ｃｉｆｉｃ Ｃｏｎｆｅｆ㎝ｃｅ

ｏｎ ＰＢＬ
，

Ｍａｙ２７
．

２００６
．

２４。 雛 ｅｚ Ｍ Ｔ
，

Ｙａ鰍ａｍｏξｏ Ｔ
，

Ｈａｙ呂ｓｈｉ Ｋ
，

Ａｈｙａ 蜘 Ｊ，
Ｍａｔｓｕ㎜ｏ言ｏ Ｎ

，
Ｋｕｒｏｓａｗａ Ｋ

，
恥 耐 ａｎ圭 Ｙ

，
Ａｓ荻ａｗａ Ｓ

，
Ｓｈ｛ｍ圭ｚ訂 Ｎ

，
Ｍ ａｔｓｕｏ受ａ

Ｒ： Ｔ ｗ ｏ ｐａ言ｉｅ耐 ｓ ｗｉｔお ８ｐ２３
．
１ ｄｅ１ｅｔｉｏｎ ｓｙｎｄｒｏ獅 ｅ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｗｉｔｈ ｃｏｎｇｅｎｉｔ置一 ｈｅ置れ ｄｅｆｅｃ言ｓ．

２ｎδ Ｍ ｅｅｔｉ皿ｇ ｏｆ Ａｓ｛ａ Ｐｅｄｉａｔτ｛ｃ

Ｒｅｓｅａ王ｃｈ Ｓｏｃｉｅｔｙ，
Ｙ ｏｋｏｈａ鰍 ａ，

Ｊａｐａｎ，
２００６，

２５
，

Ｈ ａｓｅｇａｗａ Ｔ
，

概 紬 ｍ ｕｒａ Ｒ
，

更ｓｅｋｉ Ｈ： Ｎ ｏｎｃｏｎまａｃ言 逢ｉａｇｎｏｓ１ｓ ｏｆ言ｉｓｓ薄ｅ ｅｌａｓｔｉｃ圭ｔｙ もｙ ｍｅａｎｓ ｏｆ 棚ｅａｓｕｒｅ 欄ｅｎξ ｏｆ Ｂ王ｉ玉１ｏｕｉｎ ｓｃａ 旋 ｒ－

ｉ㎎、
Ｓｙｎｐｏｓｉｕ搬 ㎝ ８ｉｏｍｅ逢ｉｃａ１ Ｏｐｔｉｃｓｉ疵 脇 ｏｔｏ巫ｉｃｓ Ｗ ｅｓｔ２００６ （ＢＩＯＳ２００６），

Ｓａｎ Ｊｏｓｅ，
ＣＡ

，
ＵＳＡ

，
２ｉ－２６ Ｊａｎ，

２００６
，

Ｐｒｏｃ

ＳＰ艇
，

Ｖ〇三、６０９１
．

２００６．

２６
．
Ｉｓｅｈ Ｈ

，
Ｍｕ亙ａｇａ蛤 Ｙ

，
Ｎａｋ班ｎ耐ａ Ｒ

，
Ｃおｅｍｏｖ Ｍ

，
丁自ｋ自ｋｕｒａ Ｘ＝Ｓｕｒｇｉｃａｌ｛ｎｆｏ ㎜ ａｔヨｏｎｓｔ滅 ｅｇｙ 逢ｅｓｋ

．
４ｔｈ Ｓｙ鰍ｐｏｓ圭覗ｍ ｏｎ茎ｎ言ｅｕｉ－

ｇｅｎｔ ＭｅｄｉａＩ耐ｅｇ 榊ｉｏｎ ｆｏｒＳｏｃ三ａ１Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｉｎｆ 燃ｔｍｃ 鮒 ｅ （名 衣 屋 犬 学 構 報 系 ＣＯＥ 第４国 杜 会 鱈 報 基 盤 の た め の 音 声・映 像 の

節 的 続 合 シ ン ボ ジ ウム）
，

Ｎａｇｏｙａ
，
Ｊａｐａｎ

，
Ｄｅｃ ㈱ ｂｅｒ８

．
２００６

．

２７
．

Ｙａ ｍ ａｍ ｏｔｏ Ｔ＝ Ｃｙ言ｏｇｅ 鵬ｔｉｃｓ ａｎδ 榊ｏｌｅｃむ玉ａｒ ｇｅｎｅｔ童ｃｓ ｆｏｒ ｃｏｎｇｅ 舳 ａｌ ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ，
２ｎｄ ＩＲ Ｅ ｎ Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙ ㎜ ｐｏｓ｛ｕ 臓，

Ｔｏｋｙｏ

Ｗ ｏ 獅ｅｎ
’
ｓ Ｍ ｅｄｉｃａｌ Ｕ 伽 ｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ， 切 ａｎ
，

Ｄ ｅｃｅｍ ｂｅｒ ３－５
．

２００６．

２８
、

εｕｍｋａｗａ Ｔ＝ 徽 ｇｅｔｉｎｇ迂ａｒｇｅｔｓ ｏｆ Ｍ ＡＰＫ ｔｏｔ 欄 ｔｃａｎｃｅｒ．
２ 紬 ＩＲＥ至ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙ搬ｐｏｓ圭ｕｍ

，
Ｔｏｋｙｏ Ｗｏ㎜ｅｎ

’
ｓ Ｍｅｄｉｃａｉ Ｕｎｉｖｅｆ－

ｓ至ｔｙ，
γｏｋｙｏ，

∫ａｐａ岱，
Ｄｅｃｅ ｍ ｂｅｒ ３－５

．
２００６

．

２９， Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ＝ Ｂｘｐｅ迂ｉｍ ㎝ ｔａｌ ｐｒｏｊｅｃｔ ａｎδ 言ｅａｍ－ｔｒａｉｎｉｎｇ ｃｏ荘ｒｓｅ ξｏｒ 童ｎまｅｇｒａｔｅｄ 榊ｅ６ｉｃａ１ ｓｃｉｅｎｃｅｓ－
２ｎｄ ＩＲ 馴亘 Ｍ Ｓ Ｏ ｐｅｎ Ｓｙ ｍ ｐｏ－

ｓ１ｕ棚，
Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅｎ

’
ｓ Ｍｅｄｉｃａ 閉 ｎ１ 附 ｓｉ言ｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅｃ ㈱ ｂｅｒ３－５
．
２００６

．

３０
．

Ｋｏ醐ｏｉｋｅ Ｙ
，

Ａ ｍｏ 更
，

Ｙａｇ 閉
吉

Ｈｉｇａ 鮒 η級 ａｇａｗａ Ｔ
，

Ｍａ 榊 欣 ａ Ｒ： Ｐｍ ｃｔｉｏｎａ亘ａｎａユｙｓ三ｓ ｏｆｃｈｄ７
，ａ ＣＨ ＡＲＧＥ ｓｙｎｄｍ ｍｅｒｅｓｐｏｎ－

ｓｉｂｌｅ ｇｅｎｅ，
ｂｙ ｕｓ１ｎｇ ｚｅｂ 滅ｉｓｈ ａｓａ 独ｏｄｅ１ｏｒｇａｎｉｓ服 ２ｎ ω 肥 ＨＭ Ｓ Ｏｐ㎝ Ｓ

ｙ蜘ｐｏｓｉ岱ｍ
，

Ｔｏをｙｏ Ｗ ｏｍ ㎝
’
ｓ Ｍｅ 碗 ＆ ｍ ｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ

，
◎ｅｃｅ ｍｂｅ王 ３－５．

２００６
，

３：
．

Ｙｏｓｈｉｍ ｕｒａ Ｋ
，

Ｋ 池 ｇａｗ ａ Ｈ
，

Ｆｕ ㎜ｔａｎｉ Ｙ
，

Ｙａｇ 閉
，

Ｍ ａ 触 ｍ ｏ言ｏ Ｔ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｋ ａ言ｏ Ｓ： Ｐｏ富ｔ一 耐 ｇｒａｔｏ η ｃ＆王ｄ呈ａｃ ｃｒｅｓ宣ｃｅ１玉ｓ 舳 ｄ

δｅｖｅｉｏｐｉｎｇ ｈｅａｒ け ｅｑｕｉｒｅ Ｗ 洲 ａ棚ｓ Ｓｙｎｄｒｏｍｅ Ｔｒａｎｓｃ江ｉｐｔ１㎝ ｆａｃｔｏ正 （Ｗ Ｓ 珊 ．
２ｎｄ ＩＲＥ玉豆Ｍ Ｓ Ｏｐ㎝ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕｍ

，
耽 ｋｙｏ

Ｗｏ脈 ㎝
’
富 腋 ｄｉｃａｉ Ｏｎｉ 附 ｓ圭ｔｙ，

τｏｋｙｏ，
Ｊａｐａ篶，

Ｄｅｃｅ獅ｂｅｒ３－５．
２００６

．

３２． Ｘｏｂａｙａｓｈ 汀
，

Ｆｕ ㎜ｔａｎｉ Ｙ
，

Ｙｏｓｈ童ｎａｇａ Ｓ
，

Ｍ ａｓｕｄａ Ｔ
，

Ｙ ａｎａｉ Ｔ
，

Ｍ ａｔｓ ｍ ｋａ Ｒ： Ｍ ｅａｓ 鵬 ｍ ㎝ ｔｓ ｏｆ ｃｏ 鮒 ａｃｔ亡㎝ ，
ｆｏζｃｅ ａｎδ ｉｎξｒａｃｅ１一

童ｕ１孤 Ｃａ２＋ｃ㎝ ｃｅｎｔｒａｔｉｏｎｉｎ ａｓｉｎｇ１ｅｃ肌ｄｉａｃ 搬ｙｏｃｙｔｅ．
２ｎｄ茎 魍 Ｉ夏Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ醐，

Ｔｏｋｙｏ Ｗｏｍｅｎ
’
ｓ Ｍｅｄ１ｃａ至 Ｏｎ１ｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄｅｃｅ 鰯ｂｅｒ ３－５．
２００６．

３３ 閉 ａｙａ棚ａ Ｅ
亭

Ｗ ｕ Ｃ
，

Ｓ ㎜ Ｆ
，

腕 ａ脇ｕｒａ Ｓ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ
，

Ｎａ艮ｍ 鮒 丁＝ Ｃｈ 榊 ｃｔｅｒｉｓ｛ｉｃ ｄｉｓｔ施 ｕｔ１㎝ ｏｆｐｏｔａｓｓ１ｕ繍 ｃｈ 独ｎｅｌｓ１ｎ 言ｈｅ

ｄｕｃｔｕｓ 鮒 ｅ亙ｉｏ富日ｓ ｏｆ ｐ０ｆｃ１ｎｅ ｎｅ ㎝ ａｔｅｓ 蜘 ｄ ｆｅｔｕｓｅｓ．
２ｎｄ 豚 ＥＩ証Ｍ Ｓ Ｏｐ ㎝ Ｓｙ㎜ｐｏｓｉｕｍ，

父ｏｋｙｏ Ｗ ｏ伽 ㎝
’
ｓ Ｍ ｅｄ三ｃａ至 Ｕｎｉｖｅｒｓ１ｔｙ，

？ｏｋｙｏ
，

雪ａｐａｎ
，

Ｄｅｃｅ ㎜ｂｅｒ ３－５
．

２００６－

３４
．

丁王ｉｎｈ Ｈ Ｖ
，

丁 敗ａｇ 漏 Ｙ： Ｖ 班ｉ註ｔ｛ｏｎ ｏｆ ｍ量ｔｏｃｈｏｎ 鮒 乱１ｐ正ｏｔｅｉｎ 胆ｏｆｉ至ｅｓ ａｍｏｎｇ ｔｈｅ ＥＢ ｔ正ａｎ富ｆｏ ㎜ ｅｄ １ｙｍｐｈｏｃｙｔｅ ｃｅ１ ｍ 蛇ｓ．
２ｎｄ

ＩＲ 副茎Ｍ Ｓ Ｏｐｅｎ ＳｙｍｐｏｓｉＵｍ，
Ｔｏをｙｏ Ｗｏ燃 ㎝

’
ｓ 晩 ｄｉｃａ１ Ｕｎ量 ｗ ｓ圭ｔｙ，

Ｔｏｋｙｃ，
３ａｐａｎ．

Ｄｅｃｅｍｂｅｒ３－５．
２００６。

ζ

灘 表 業績一竃 （つ づき）



３５
，

Ｋ ａｗａｇｕｃｈｉ Ｎ
，

Ｍｉｙａ触 ｏｔｏ Ｓ
，

Ｅ１王ｉｓ ㎝ Ｇ
，

Ｍ ａ 繍 ｏｋａ Ｒ
，

Ｓｈ１ｎ
’
ｏｋａ Ｔ＝ Ｃ ｈ班 ａｃｔｅｒｉｚａｔｉ㎝ ｏｆ ｃ一 醐 一ｐｏｓｉ自ｖｅ ｅｎｆ１ｃｈｅｄ ｃｅ１三ｓ ｉｓｏｌａｔｅｄ

ｆ王ｏ ｍ 言ｈｅ ａｄｕｌｔ 正ａ言 ｈｅ 鮒 ｓ． ２ｎｄ ＩＲ 唖 ＩＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙ ｍｐｏｓ三ｕ棚
，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍ ｅｎ
’ｓ Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｕ ｎｉｖｅ正ｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
∫ａｐａｎ，

Ｏ ｅｃｅ ㎜ｂｅｒ

３＿５
．

２００６
，

３６， Ｙａｇ 閉
，

Ｔｅ滅 Ｋ
，

Ｔａｎａｋ ㌶
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ： 恥 ｏ ｔｙｐｅｓ ｏｆ ？ｂｘ１ ｉｓｏｆｏｒ 榊 ｗ 搬 徽 ｉｎｃｔ ａ倣ｉｎｏ－１ｅ ㎜１ｍ１ ｓｅ蔓ｕｅｎｃｅｓ．
２ 紬

ＩＲＥＩＩＭ Ｓ Ｏｇｅｎ Ｓｙ欄ｐｏｓｉむｍ
，

Ｔｏ更ｙｏ Ｗｏｍｅｎ’ｓ Ｍｅ昼ｉｃａ１Ｕｎｉｖｅｒｓ童ｔｙ，
Ｔｏｋ

ｙｏ
， 胸 ａｎ

，
Ｄｅｃｅｍｂｅ亙３－５

．
２００６

．

３７． Ｐ身ｅｚ Ｍ Ｔ
，

Ｙ ａｍ ａｍ ｏｔｏ Ｔ
，

Ｈａｙａｓｈｉ Ｘ
，

Ｋ ｕ ｍｓａｗ ａ Ｋ
亭

Ａｒ１ｙａｍ ８ Ｊ
，

Ｍ ａｔｓｕ ｍ ｏｔｏ Ｎ
，

Ｙ ａｓ ω ａ Ｔ
，

Ｆｕｍ ｔ馳 ｉ Ｙ
，

Ａｓａｋａｗ ａ Ｓ
，

Ｓｈｉ ㎞ ｚ荘 Ｎ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ 只： Ｖ 航ｉａｂ１ｅｓｉｚｅｓ ｄｅ１８ｐ２３ｉｎｖｏ至ｖ｛ｎｇ
Ｇ ＡＴＡ４ ｉｎ 鮒 董ｅｒ㎝ｔｃｏｎｇｅｎｉｔａ互暮ｅａｒｔａｎｏ鮒ａ１圭ｅｓ．

２ｎｄＩＲＥ玉ＩＭＳ Ｏｐ ㎝ Ｓｙ鰍ｐｏ－

ｓ三ｕ棚，
Ｔｏｋｙｏ Ｗｏ 鮒 ｎ

’
ｓ 晩 ｄｉｃａ１Ｕｎ言ｖｅ正ｓｉｔｙ，

？ｏｋｙｏ， 畑 獅，
Ｄｅｃｅ獅ｂｅｒ３－５

．
２００６

－

３８． Ｒ屋ｚｚａｑｕｅ Ｍ Ａ
．

Ｋ ａｍｉｓａｇｏ Ｍ
，

Ｂｉｒａｙａｍ ａ－Ｙａ ｍａｄａ Ｋ
，

Ｋ ｏ ｍ ｏｉｋｅ Ｙ
，

Ａ 鰍ｏ Ｒ
，

馳 ｍ 伽 ｉ Ｍ
，

Ｙａｇ｛ 冴
，

Ｎｉｓｈ｛ｚａｗａ Ｔ
，

洲 ｇａｓｈｉｎａｋ－

ａｇａｗａ Ｔ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ｍ ｕｔａｔ１ｏｎｓ ｏｆＰ Ｗ Ｍ 至 ａｎδ Ｒ ＡＳ ｇｅｎｅｓｉ犯 Ｎｏｏ珊ａｎｓｙｎｄｒｏ卿ｅ－
２ｎｄＩＲＥ豆ＩＭ Ｓ Ｏｐｅ犯 Ｓｙ欄ｐｏｓｉむｍ

，
Ｔｏｋｙｏ

Ｗ ｏｍｅＢ
’
ｓ Ｍｅａｉｃａ 閉 Ｂｉｖｅ 納 ｙ，

Ｔｏｋｙｏ， 榔 ａｎ，
Ｄｅｃｅ獅ｂｅｒ３－５

．
２００６

，

３９．Ｓｈｉｎｔａｎｉ Ｍ
，

Ｙａｇ
ｉ Ｈ

，
Ｆｕｊ玉ｗａｒａ Ｍ

，
Ａ良ｉｍｏｔｏ Ｋ

，
Ｆｕｍｔ旺ｎｉ Ｍ

，
玉ｍａｍ荘ｒａ Ｓ

，
Ｕｅｈ趾ａ 父

，
Ｈｏｓ 鮒 榊 ａ Ｙ

，
Ｎ 荻ａｙ ㎜ ａ Ｔ

，
Ｎ 汰 ＆ｚａｗａ

Ｍ
，

丁 脈ａｏ Ａ
，

Ｎａｋａｎ 納 ㍑
，

Ｓａｊｉ Ｔ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ｍ ｏ至ｅｃｕ１撚 ａｎａ豆ｙｓ量ｓ ｏ 汀 ＧＦ一βｓｕｐｅ王ｆａ洲１ｙ ｇ 帥ｅｓ量ｎ ｐａｔｉ㎝ｔｓ ｗ 搬 ｉｄ量ｏｐ 搬 ｉｃ

ｐｕ１ｍ ㎝ ａｒｙ ａ 鮒 ｛ａ妻 ｈｙｐｅ 漁 ｎｓｉ㎝。 ２ｎδ ＩＲＥＩ茎ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ翻，
γｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅｎ

’
ｓ Ｍｅ逢ｉｃａ１ Ｕｎ亘ｖｅｒｓ室ｔｙ，

㌘ｏｋｙｏ，
Ｔａｐ＆ｎ，

】）ｅｃｅｎ｝ｂｅ正 ３＿５
．

２００６
．

４０
。

珊 ｄａ Ｍ
，

碗 ｍｔａｎｉ Ｙ
，

Ｓｕｔｏ Ｙ
，

Ｍａｔｓｕｏをａ Ｒ
，

Ｈｉｒａｉ Ｍ： 腋ｏ玉㏄ｕｌａ■ ｃｙｔｏｇ㎝ ｅｔ１ｃ ａｐｐｒｏａｃ註ｔｏ δｅｔｅ 榊 ｉｎｅ ｓ荘ｐｅｍｕ鰍ｅｒ 岬 ｍ 駆ｋｅ正

（２２） ｃ㎞ｏ伽ｏｓｏ 鵬 ｂ茎ｅ飲ｐｏ１ｎｔｓ ｏｆ ａ ｐａｄ ㎝ｔ ｗｉｔｈ ｃ旺ｔ ｅｙｅ ｓｙｎｄｒｏ 鵬。
２ｎｄ ＩＲＥｎ Ｍ Ｓ Ｏｐ ㎝ Ｓｙｍｐｃｓ１ｕ棚，

Ｔｏをｙｏ Ｗ ｏ欄 ㎝
’
ｓ

Ｍ ｅｄｉｃａ茎 ◎ｎ圭ｖｅｒｓ呈ｔｙ，
γｏｋｙｏ

，
∫ａｐａｎ

，
Ｄ ｅｃｅｍ ｂｅｒ ３－５

．
２００６

．

４１
．

繍 ｍｉｃｈｉ Ｙ
，

Ｙａｇ 閉
，

Ｔｅまａ三 Ｋ
，

Ｔａｎ 放 淋
，

Ｈｉｇａｓおｉｎ 駄ａｇ旺ｗａＴ
，

Ｍａｔｓｕｏｋ旺 Ｒ：丁註ｅｓｅｑｕｅｎｃｅ ａｎａｌｙｓｉｓａｎδｅｘｐ肥ｓｓｉｏｎ 舶ａ１ｙｓｉｓｏξ

ＣＨ Ｄ７，２ｎｄＩＲＥＨ Ｍ Ｓ Ｏｐ ㎝ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ㎜，
恥 ｋｙｏ Ｗ ｏｍ ㎝

’
ｓ Ｍｅｄ１ｃａ茎 臨ｉｖｅ 納 ｙ，

マｏｋｙｏ，
Ｊａｐ 蜘，

Ｄｅｃｅ㎜ｂｅｒ３－５
．

２００６，

４２
，

Ｈａｙａｋａｗａ Ｅ
，

丁 荻 秋 ｕｗａ Ｙ： Ｔｈｅ 害ｔｕｄｙ ｏｆａ ｐｒｏ言ｅｉ■ ｍｏ玉ｅｃｕ１ａｒ ｍｏ言ｉｏｎ ｂｙ 鮒 ｏ正ｅｓ㏄岱ｃｅ ｃｏ ㈹１ａｔｉｏｎ ｓｐｅｃ彼ｏｓｃｏｐｙ （ＰＣＳ）。
２ 紬

豆 鵬 Ｉ茎Ｍ Ｓ Ｏ ｐｅｎ Ｓｙ 繊ｐｏ富沁 ｍ，
Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ ｍｅｎ

’
ｓ Ｍ ｅδｉｃ星１ Ｕｎｉｖｅｒｓ三ｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐ乱ｎ，

Ｏｅｃｅ ｍ ｂｅｒ ３－５
．

２００６
．

４３ 刃 ａ篶ｇ Ｓ
，

Ｈｏｓおｉｄａ Ｈ
，

Ｐｕｊｉｗ鮒ａ Ｍ
，

Ｆｕｍｔ蜘１ Ｍ
，

腕 ａ㎜ｕｒａ Ｓ
，

Ｍ ａ言ｓｕｏｋａ Ｒ： Ｄｅ言ｅｃ言ｉｏｎ ｏｆｅ１ｅｖｅｎ ｎｏｖｅＩ 冊 Ｍ 棚ｕｔａｔ１ｏｎｓ ａｎδ ｏｎｅ

ＴＧＰＢＲ１ ｍ 磁ａｔｉ㎝ 旺細 ㎝ ｇ 獅 ａｎｅｓｅ ｐａｔ１㎝宣ｓ ｗ 榊 Ｍａ減ａｎ ｓｙｎｄｒｏｍｅ，
２ｎｄ 夏Ｒ 副ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ醐，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍ ㎝
’
ｓ

Ｍ ｅ６ｉｃ証１ Ｕ ｎｉｖｅｒ富ｉｔｙ，
Ｔｏｋｙｏ，

Ｊａｐａｎ，
Ｄｅｃｅ 納 鉗 ３－５

．
２００６

．

４４
，

Ｃ ｈｅｒｎｏｖ Ｍ
，

Ｈ ｏ正 汀
，

Ｏｎｏ Ｙ
，

Ｎ 駄 ａｍ 岨 ａ Ｒ
，

Ｉｓ 鮒 Ｅ
，

父 欣 炊 竈ｒａ Ｘ： コＨ－ Ｍ 又Ｓ－ｄｅｔｅｃ言ｅδ 獅 ｅｔ塾ｂｏｌｉｃ ｃｈａＴａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ ｏｆ 鮒 ｔａｓまａｔｉｃ

ｂ閉１ｎｔｕ獅ｏｒｓａｎｄｔｈｅｉｒｃｈａ ㎎ｅｓ ａξｔｅｆ Ｇａｍ ｍａ Ｋｎｉｆｅｒａｄｉｏｓ羽ｒｇｅｒｙ．
２ｎｄＩＲＢ夏ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏｍｅｎ
’
ｓ Ｍｅδｉｃａ１

む ｎ１ｖｅｒｓ三ｔｙ，
Ｔ ｏｋｙｏ，

婁ａｐａｎ，
Ｄｅｃｅ ｍｂｅ正 ３－５

．
２００６－

４５
．

丁 漱ｅｕｃｈｉ Ｄ
，

Ｋｏｎｄｏ Ｃ
，

冴 榊ａ幽 Ｙ
，

馳 揃 醐ｉ Ｍ
，

Ｐｕ 械 ａ揃 Ｙ
，

Ｎａｋ醐ｉｓｈｉ Ｔ
，

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ 更： Ｒｅ１鮒 ㎝ ｂｅｔｗｅｅｎ ｒｉ欽 ｆａｃｔｏｒｓ ｏｆ

ｃｅｒｅｂｌ＝ｏｃａｆｄｉｏｖａｓｃｕ１ａｒ ｅｖｅｎｔｓ， ａカδ ｔもｅ ｅｆｆｅｃ言ｓ ｏｆ ａ ｎａｔｕｒａ１ ｆｏｏｄ ｄ三ｅｔ， ａｓｃｃ１＝ｂａｔｅ ａｎδ ｖｉｔａ磁ｉｎ Ｅ 迂ｏ ｐ王ｅｖｅｎ言 辻ｈｅ ｐτｏｇｒｅｓｓ｛ｏｎ ｏｆ

鮒 ｅｒ童ｏｐａｔｈｙ １ｎ Ｗｉ１王ｉａ欄ｓ ｓｙ 鮒 ｏｍｅ，
２ｎｄ ＩＲＥ亘ＩＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙ棚ｐｏｓ１むｍ，

Ｔｏｋｙｏ Ｗ ｏ柵ｅｎ
’
ｓ Ｍｅｄｉｃａｌ ＵｎｉｖｅＴｓ１ｔｙ、

？ｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄ ｅｃｅ獅 ｂｅｒ ３－５
．

２００６．

４６
．

Ｈａｇ１ｔａ Ｎ
，

Ａｂｅ Ａ
．

Ｆｕｒｕｔ蜘ｉ Ｍ
，

酌 鰍 ａｎｊ Ｙ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ｄａｔａ 棚ｉｎ 娩 ｏｆ ｍｅａｉｃａ１ 楓 ａ，
２ｎδ ＩＲ 厭Ｉ脳Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓｉｕ洲

，

マｏｋｙｏ Ｗ ｏ 鰍ｅｎ
’
ｓ Ｍ ｅｄ１ｃａｌ σ皿１ｖｅｒｓ｛ｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ， 切 ａｎ，
Ｄ ｅｃｅ㎜ ｂｅｒ３－５

．
２００６

，

４７， Ｋｉｒａ Ｙ
，

Ｙａｍ罰ｄａ ０
，

Ｔａｋａｙａ榊ａ Ｍ
．

Ｙｏｓｈｉｏｋａ マ
，

Ｓ 幽 ｏ Ｘ
，

臨ｔｏ マ
，

磁 ｍｔａｎ三 Ｍ
，

酌 徽 ａｎ圭 Ｙ
，

Ｍａ言ｓ讐ｏ炎ａ Ｒ
，

Ｈａｓ厳 触ｏｔｏ Ｙ
，

マ 汰 飲 ｕｒａ Ｋ： Ｃ肚ｒｒｅ 献 ａｃｔ言ｖｉｔｙ ａｎｄ ｐｅｒｓｐｅｃｔ玉ｖｅ ｏｆ ｔｈｅ ｔｅａ 搬一ｔｒａｉ磁ｎｇ ｃｏ荘 湘ｅ ｆ０ｆ ｉｎ言ｅｇｒａｔｅｄ ｍ ｅ磁 ｃａ１ ｓｃ至ｅｎｃｅｓ ｕｓｉｎｇ ｃｙｂ 研

ｉ淋ｅｇ 撤 ｅｄ 鮒 ｄ１ｃａ１ 鮒ｒ＆ｓ伽 ｃ 脈 ｅ．
２ｎｄ 凧 Ｅｎ ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ｛ｕ㎜，

父ｏｋｙｏ Ｗ ｏ㎜ ㎝
’
ｓ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｕｎ言ｖｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

Ｄ ｅ ㏄ ｍ もｅｒ ３－５．
２００６

．

４８
－

Ｙａｍａｍｏｔｏ ７
，

酌 臓ｔ舳ｉ Ｍ
，

Ｍａｔｓｕｏｋａ Ｒ： Ａ ｐ３ｔ…ｅ跳 ｒｅｐｏ厳 ｏｆ Ｄｏｗｎ ｓｙ皿ｄｒｏ狐ｅ ｗｈｏｓｅ ｓｙ㎜ｐｔｏ棚ｓ ｗｅｒｅ 楡 ｐｒｏｖｅｄ ｂｙ ｔｈｅ

楡 ｅｇｒａｔｅｄ ｍｅｄｉｃａ１ｓｃｉｅｎｃｅ 里ｐｐｒｏａｃ汰 ２ｎｄ 服 肌 ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ１ｕ醐，
Ｔｏｋｙｏ Ｗｏ榊ｅｎ

’
ｓ Ｍｅｄ｛ｃａｌ Ｕ 榊 ｅｒｓｉｔｙ，

Ｔｏｋｙｏ，
Ｊａｐａｎ，

豆）ｅｃｅｒ艘ｂｅｒ ３＿５
．

２００６
．

４９
－

Ｍ ａｔｓｕｏｋａ Ｒ：Ｃｏｎｇｅむｉｔａｌ ｃａτｄ三〇ｖａｓｃｕ玉ａｒ 磁ｓｅａｓｅｓ ａｎｄ ａｔｌ＝ｉａ至 ｏｆｔｈｅｉｎｔｅｇｒａセｅ蟹 ｓｙｓｔｅＴｎ ｏｆ 杖ｅａｔｎｌｅｎｔ－
Ｍ ｏｒｎｉｎｇ Ｌｅｃｔｕ王ｅ，

Ｔおｅ ７０ｔｈ

Ａｎ ｍ ａ１ Ｓｃｉｅηｔｉｆ五ｃ Ｍ ｅｅｔｉｎｇ ｏ れ ｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ α ｒｃｕｌａｔｉｏｎ Ｓｏｃｉｅｔｙ，
Ｎ 旺ｇｏｙａ，

３ａｐａｎ，
Ｍ 鮒ｃｈ

，
２００６

，

５０
．

胴 ｋａｄ 欲ｅ Ｍ
，

Ｙ 醐 ａｄａ ０
，

Ａｋｉｙａｍａ Ｍ
．

Ｋａｗａｕｃｈｉ Ｋ
，

Ｍａ 榊 ｏｋａ Ｒ： Ｔｒａｎｓｉｅｎｔ ｐｏｓ辻一腕 ｎｓ玉ａｔｉｏｎａ】 ｕｐｒｅｇむｉ鮒 ｏｎ ｏｆｔｅｌｏｍｅｒａｓｅ

固ｃｔｉｖｉｔｙ 砒 ｈｎｇ ｍｅｇ水 鮒ｙｏｃｙｔｉｃ ｄ 揃ｅｒ棚ｔｉａｔｉｏｌｌ－１ 鮒 Ｃｏｎｇ 醐 ｓ ｏｆ 旅ｅ Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｈｅｍａｔｏ－ｏｇｙ Ａｓｓｏｃ 滅ｉｏｎ
，

Ａ ｍｓｔｅｒｄ旺ｍ， Ｔｈｅ

Ｎ ｅξｈｅｒｌａｎｄ
，

Ｊｕｎｅ １５ ４ ８
．

２００６
．

５１．
沓 州 徹：膵 癌 発

．
牛 進 展 の 分 子 機 構． 第３７同 臼 本 膵 臓 学 会 大 会

、 横 浜、 ２００６隼 ６月２９
，
３０日．

５２
．

石 函 鯖 玄
、

志 川 徹
、

塚 本 繕 和
、

繍ｊ 鰹
、

青 木 豪
、

大 石 英 和
、

三 上 幸 夫
、

尤 絆 冬 彦
、

阿 部一怒 義
、

福 山 尚 治
、

江 川 新 一
、

砂 樹 藁 琴
、

海 野 倫

明：膵 管 内事畷 糖 液 燈 纏瘍 の 組織 学 的 藤 分 類の 検討．第ユ８回日本 服 題 膵 外 科学 会、 東 京、２００６隼５ 削 １日．

ＡｐＰｅｎｄｉｘ Ｌ；Ｓｔ Ｏｆ Ｐｕｂｌ１Ｃヨｔ１ＯｎＳ ｛ＣＯｎ１＝；ｎｕｅｄヨ



５３． 古州 徹、 堀 井明：麟 癌にお けるＡＵＲ 鮎 ／Ａｕｒｏｒ＆ 繍ｎａｓｅ Ａの 発 現 充 趨 こは泌 ＡＰＫ 肥 更Ｋ２が 関与 する． 第９５回日 本病 理 学 会 総 会、 東

京
、

２００６隼４月３０臼一５月２日
．

５４． 羽 山恵 美 子、 今 村伸 一 郎、 呉 翠 矯、 松 岡瑠 美 子、 申 西 敏雄：新 生 仔 ブタ 肺動 脈における膜 電 位依 存 性Ｘチャンネル 発 現の 検 討．第１２回日

本 小 妃 肺 循 環研 究 会、 東 京、２００６年２月 細一

５５、羽 出恵 美 矛、 今 村伸 一 郎、 呉 翠 矯、 松 弼 瑠美 子、 申 西 敏 雄１新 生 仔 ブタ血管 にお ける が）ウムチャンネ ルの 発現 の検 討． 第４２回臼本 小 泥

循 環 器 学 会
、

名 古 震
、

２００６年７月１３日 ～玉５日
．

５６．松 岡瑠 美 子：小 鬼不 整 脈 疾 愚 に対する診 断 対 策．第５８回 福岡 不 整 脈同 好 会、 福 閥、２００６ 刺 月２８日．

５７、星 困宏、 唐 鰯、 平 舳 凶 蘭）佳 代 子、 上砂 洗 裕、 松 岡 瑠美 子：家 族性 Ｍ ㎡ ｍ 症 候 群に 閉 ＯＰＡ更Ｄ淀 候 群を 合傍した至例． 第５１園臼本 人

類 遺 伝 学 会
、 ｐ豆７３

、
米 予

、
２００６隼玉Ｏ月亘８日。

５８．１ 膿 洋城、 源 田 直樹、 山 本 俊至、 新 州詔 夫、 松 本 直 通：染色 体 複 雑構 造 異 常を 伴う９ 昨 ノソミー 症 候 群の玉例． 第５ 胴 日本 人類 遺伝 学

会
、

米 子
。

２００６年１０月
．

５９
．

Ｍ 趾ｃｏ Ｔ Ｐ益ｅｚ、 山 本 俊 至、 吉 谷 喜 幸、
安 田 敏 行、 浅 川 修 一

、
清 水 信 義

、
松 弼 瑠 美 子： Ｇ Ａ父Ａ４を 含 む３Ｍｂの 微 細 欠 失 を 示 し た８ｐ２３・１

焚 失症 候 群 刎 例．第５ 胴 日本 人 類 遺 伝 学会． 米 子、２００６年１０月．

６０
．

山 本 俊 至
、

Ｍａｒｃｏ Ｔ Ｐゑｅｚ、
古 谷 蕾 幸、 村 山 裕 治、 浅 川 修 一

、
清 水 信 義

、
松 岡 瑠 美 子： ＳＮＲＰＮ 遺 伝 子 領 域 に 切 断 点 が 確 認 さ れ た 染 色

体 均 衡型 転 座 によるＰｒａｄｅｒ－Ｗｉ豆雌 候 欝、第５ 胴 日本 人 類 遺伝 学 会、 ＊ 子、２００６隼玉０月．

６１．
坂 爪 悟

、
嗣 本 信 彦

、
山 本 俊 至

、
沼 部 博 直

、
カ 晴 結 子

、
大 橋 裕 子

、
大 橋 博 文： 本 邦 に お け るＳｉ搬ｐｓｏｎ－Ｇａｌａｂｉ－８ｅｈｍｅ玉 Ｓｙｎｄｒｏ獅ｅの 臨 床

釣 検 討
．

第５１團 日 本 人 類 遺 伝 学 会、 釆 子、 ２００６ 年１０月、

６２．山 本 俊 至、 伊 棄 建：メーリングリストによる地 域 ダウン疲 候 群 濃育 相 互 相 談システムの 意義 について． 第４ 胴 日本 小 児神 経 学 会 総 会、 浦

安
、

２００６年５月
．

６３． 山 津 俊 至
、

カ団藤 施 広
、

作 田 亮 一
、

新 島 新 一
、

友 田 明 美
、

秋 山 倫 之
、

福 水 遭 郎
、

高 橋 和 俊
、

稲 葉 雄 二
、

福 凶 幸 夫：小 捉 神 経 留 学 ネ ット

ワ ーク活 動 報 告．第４８回臼本 小 児 神 経学 会 総 会、 浦 安、２００６年５月．

６４、 丁 宗鐵：脈 波 のカオス 解 秩と虚 実 体 質 への 応 凧 第１２回 未 病システム学 会 学 術 総 会、 犬 阪、２００６年 閉 ２畑 ．

６５．高 凶幹 子 沁 血管 奇 形と顔 貌 異 常をきた す遺 伝 子 疾患， 第 姻 茂 木メモリァ ルカ ンファレンス（Ｍ ＭＣ）、 福 嗣、 ２００６辱３月２５日．

６６
．

腕 ｙａ㎜ａ Ｅ
，

Ｗｕ Ｃ
，

愉 ａ繍ｕｒａ Ｓ
，

Ｍａ 腕 ｏｋａ Ｒ
，

Ｎａｋａｎｉｓｈ 甘 ： Ｃｈ班ａｃｔｅｒｉｓｔ言ｃ ｄ 鮒 ｉｂｕｔｉｏｎ ｏｆ ｖｏ１ｔａｇｅ－ｇａｔｅｄ ｐｏｔａｓｓ紬 触 ｃ舳 ㎜ｅ１

α１．５ ａｎ 榊 ｔｓ ｉ 曲｛ｂｉｔ０ｆｙ ｓ 曲 口ｎｉｔ β １
．
２ｉｎ ｄｕｃｔｕｓ ａ 娩 ㎡ｏｓｕｓ ａｎｄ ｐｕ１ｍ ｏｎａｒｙ 鮒 ｅ収 三ｎ ｐｏｒｃｉｎｅ 獅 ｏｎ塾ｔｅｓ． Ａ 搬 ｅｈｃａｎ Ｒｅ 航 Ａｓ宮ｏｃｉａ－

ｔｉｏｎ，
Ｓｃｉｅｎ 淵 ｃ Ｓｅｓｓｉｏ 棚，

Ｄａｎａｓ，
Ｔｅｘａｓ，

Ｕ Ｓ Ａ
，

Ｎｏｖｅ ｍｂｅｒ １３－１６
．

２００５，

６７
、

眞 崎 知 生：エ ン ドセリ ンと 内 皮 障 審． マ スタ ー ズ レクチ ャ ー
、

第７８回 日 本 生 化 学 会
、

禅 戸
、

２００５隼玉Ｏ月
．

別 表 業績一 覧 （つづ き）



六
灘汐

㍗

蕪睡葦樽欝繍鰯旗

灘鶴 鰯灘鰯 鰯麟 鰯欝

雛鱒鰯

薯鰯嚢譲匿襲議灘騒魏騒盲嚢騒嚢籔襲駁饅嚢萎董鰯嚢 萎議鐘嚢籔嚢婁譲籔譲穫憧魏議嚢董慧騒蓬護

嚢綴董謹嚢鰯匿譲嚢鰯 燃嚢嚢套綴嚢霧霧萎鱗 鰯 繊喜灘婁綴嚢葦

繋簸嚢 鱗 灘簸鱗議襲
埋
嚢 繊葦彗籔董鰯蔓議醗萎簸灘嚢書蓬繋

嚢逐 繁葛灘轟籔議総姦簸
宣

繊１圏灘饒鹸桑饅
、

繍 鰍鐵 総 嚢・鱗 鰯
、
義竈壌徽

繋蓬娑二 瀞妾嚢菱葵嚢一慧驚嚢嚢溜菱菱嚢 綴董、婁選籔餐嚢
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